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１．調査研究の概要 

（１） はじめに（実施目的） 

世界最先端のブロードバンド環境が整備されているわが国でありますが、その利活用は決し

て十分に進んでいるとは言い難い状況であると認識しています。 

特に、教育分野においては、総務省におけるフューチャースクール推進事業や文部科学省

の学びのイノベーション推進事業、イギリス、韓国、シンガポールなどの海外事例から、ＩＣＴの

利活用による高い教育効果が明らかになっていますが、ＩＣＴを利活用した教育の普及は今現

在、推進過程にあり、残念ながら十分に進んでいないのが現状と考えます。そのため、初等中

等教育におけるＩＣＴを利活用した教育の推進は、現在のわが国では急務になっていると認識

しております。 

政府においても、平成２５年６月の「世界最先端 IT 国家創造宣言」にて、教育環境のＩＴ化と

児童生徒のＩＴリテラシー向上を掲げられており、教育現場での情報通信技術の利活用は今

後積極的に推進されていくと認識しております。また同年６月の「日本再興戦略」には、２０１０

年代中に 1 人 1 台の情報端末による教育の本格展開が掲げられており、教育のＩＴ化がさらに

強化されていくと認識しております。 

総務省におきましても、教育分野での「ＩＣＴを使った協働教育の推進」に、積極的に取り組

まれていると認識しています。 

一方、横浜国立大学教育人間科学部附属横浜中学校（以下、本校）における教育の取組

みとしては、横浜国立大学教育人間科学部と連携をとりながら、最先端の教育理論に直結し

た独創的かつ先進的な教育を実践しています。日々の授業においても、時代をみすえた新し

い研究テーマを取りあげ、県内各地から選りすぐられた経験豊かな教員陣を中心に、意欲的

な授業実践を展開しています。その為、「研究推進校として教育上の多様な試みを行う」「大学

の教育実習校として教育実習を行う」というような附属学校として、公立や私立の学校にない特

性を持っております。 

情報教育の推進としては、平成１４年度の文部科学省「次世代ＩＴを活用した未来型教育研

究開発事業」実施校として指定を受けたことをスタートに、ネットワーク環境を各教科・授業に

おいて利用し、ＩＣＴを利活用した教育の普及を推進しているところであります。 

これらの背景を踏まえ、平成２３年度より開始いたしました本事業において、中学教育分野

におけるさらに一歩進んだ学校ＩＣＴ化のモデルとして、タブレットＰＣ、無線ＬＡＮを配備した、

生徒の情報活用能力の向上、教育の質の向上に資する環境を構築してまいりました。同時に、

教科指導における情報通信技術の活用を推進し、情報通信技術を効果的に活用した、分かり

やすく深まる授業を実現すべく、教員の得意・不得意によって利用方法を変える等、まずは教

員が不安なく利用できる方法で授業を実施してまいりました。 

続く平成２４年度は、各教科の通常授業及び総合的な学習の時間での利用を推進し、本校

としては、以下に重点をおいて事業を推進いたしました。 

・ＩＣＴ利活用を組み込んだ言語活動の質的な充実と「リテラシー」の育成 

・コミュニケーション促進のためのサブツールとしてのＩＣＴ利活用のあり方 

平成２５年度は、過去２カ年の経験を活かし、以下に重点をおいて事業を推進いたしまし

た。 

・ＩＣＴ利活用の拡大・深化による言語活動の充実化と「リテラシー」と学力の向上 

・ＩＣＴ支援員の役割の明確化、スキルの向上や適正人数、支援時間等の運用体制の確立 

また、継続してＩＣＴの利活用をサポートする支援員等を育成すると同時に、教員のＩＣＴ支援

員からの自立も推進しております。 
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（２） 全体スケジュール 

平成２５年度のスケジュールは次のとおりである。 

 

■実証研究（平成２５年度）  ： 平成２５年４月～平成２６年３月末 
 

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

1 ICT環境関連

2 研修

3 実証

4 報告書支援

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

2月 3月8月 9月 10月 11月 12月 1月

2月 3月

地域協議会

学校側
行事・作業

4月 5月 6月 7月

8月 9月 10月 11月 12月 1月4月 5月 6月 7月

▲

第1回

実証研究中間報告、課題対策検討

▲

第2回

実証研究中間報告、課題対策検討

▲

第3回

実証研究中間報告、課題対策検討

▲

第4回

実証研究成果報告

次年度検討

AD
登録

新人教員
研修

新入生
研修

中間報告書 作成 成果報告書・次年度計画
作成

授業支援システム 改修・テスト・導入

ｾｷｭﾘﾃｨ
ﾊﾟｯﾁ
適用

アンケート
生徒・教師アカウントの確定

実証研究

ｾｷｭﾘﾃｨ
ﾊﾟｯﾁ
適用

授業支援
システム
研修

運用調整

▲
4/6 入学申込

▲
5/18 体育祭

教育実習

夏季休業

教育実習

冬季休業 学年末休業

▲
12/18

公開授業

▲
2/22・23

研究発表会

▲
3/8 卒業式
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（参考） 

平成２３年度と平成２４年度のスケジュールは次のとおりである。 

・ ＩＣＴ構築、実証研究（平成２３年度） ： 平成２４年１月～３月末 

・ 実証研究（平成２４年度）   ： 平成２４年４月～平成２５年３月末 

 

■ＩＣＴ構築、実証研究（平成２３年度） ： 平成２４年１月～３月末 

 

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

1 ICT環境関連

2 研修

3 実証

4 報告書支援

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

地域協議会

学校側
行事・作業

1月 2月 3月

1月 2月 3月

▲ 1/30 第1回

（キックオフ、計画承認）
準備

実施計画
受注業者環境にて作業

1クラス分の環境構築

サーバ構築 全クラス分の

環境構築

電源工事・LAN工事

▲ 2/4 機器搬入・設置

機器調整

▲

2/2

入学試験

▲

2/4

合格発表

▲ 2/18

研究発表会

▲ 3/1 第2回

（構築システム検証、

実証研究計画評価）

準備

▲ 3/10

卒業式

▲ 3/21 第3回

（実証研究報告、

課題対策検討）

準備

▲ 2/1

ICT支援員赴任

初期研修開始

▲ 2/8

教員・ICT支援員向け研修

（IWB・実物投影機操作）

▲ 2/16

ICT支援員向け研修

（授業支援システム）

▲ 3/7

教員向け研修

（IWB・実物投影機・授業支援システム）

▲ 3/22

教員向け研修

（ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ）

▲

3/29 教員向け研修

（IWB・実物投影機・授業支援システム）

協働教育プラットフォーム 構築

授業準備

▲ 2/29

文科省・総務省視察

実証

▲ 2/16・17

研究発表会リハーサル

▲ 3/2

3年生導入研修・タブレットPC使用

▲ 3/6

1・2年生導入研修・タブレットPC使用

報告書作成
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■実証研究（平成２４年度）  ： 平成２４年４月～平成２５年３月末 
 

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

1 ICT環境関連

2 研修

3 実証

4 報告書支援

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

2月 3月8月 9月 10月 11月 12月 1月

6月 7月 2月 3月

地域協議会

学校側
行事・作業

10月 11月 12月 1月

6月 7月

8月 9月

4月 5月

4月 5月

▲

第1回

実証研究中間報告、課題対策検討

▲

第2回

実証研究中間報告、課題対策検討

▲

第3回

実証研究中間報告、課題対策検討

▲

第4回

実証研究成果報告

次年度検討

AD
登録

新人教員
研修

新入生
研修

中間報告書 作成 成果報告書 作成

授業支援システム 改修・テスト・導入

ホームページ クラウド化

ｾｷｭﾘﾃｨ
ﾊﾟｯﾁ
適用

アンケート

生徒・教師アカウントの確定

実証研究

ｾｷｭﾘﾃｨ
ﾊﾟｯﾁ
適用

ｾｷｭﾘﾃｨ
ﾊﾟｯﾁ
適用

▲
4/7 入学申込

▲
5/19 体育祭

教育実習

夏季休業

教育実習

▲
12/19 公開授業

冬季休業

▲
2/23 研究発表会

▲
3/9 卒業式

学年末休業
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（３） 学校概要 

 

学校名 横浜国立大学教育人間科学部附属横浜中学校（所在地：横浜市南区） 

教員数 24 名 

全クラス数 9 クラス 

全生徒数 405 名 

学年概要 

１年 3 クラス 135 名 

２年 3 クラス 135 名 

３年 3 クラス 135 名 

校舎形状 鉄筋３F コの字型 
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２．調査研究体制 

（１） ＩＣＴ環境の配備状況 

生徒の学力向上、情報活用能力の向上、教育の質の向上に資する環境として、本校にインタラク

ティブ・ホワイト・ボード（以下、ＩＷＢ）、タブレットＰＣ、無線ＬＡＮ環境を構築し、学校現場における情

報通信技術面等を中心とした課題の抽出・分析に取り組んだ。 

課題の抽出・分析は、実証テーマに沿って行い、有識者を含む地域協議会において熟議を重ね

た上で、結果として取りまとめた。月次および中間・最終報告書にて実証結果を報告し、ガイドライン

（手引書）の作成に寄与することを目的とした。 

課題の抽出・分析にあたっては、本校が定めた実証テーマに加え、本事業の運用保守請負者（Ｉ

ＣＴ運用保守業者）から提案のあった評価指標・手法等に基づく調査も実施し、より有益な実証成果

をあげるようにした。 

さらに、文部科学省が行う「学びのイノベーション推進事業」と十分な連携を図り、教育効果に係

る実証も十分に進めていくよう努めた。 

 

２８  

２９  

３０  

３１  

３２  

３３  

３４  

３５  

３６  

３７  

３８  

３９  

４０  

４１  

４２  

４３  

４４  

４５  

４６  

４７  

４８  

４９  

５０  

５１  

５２  

５３  
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■ ＩＣＴ機器の品番、設置場所、数量 

ＩＣＴ機器選定のポイントは、次のとおりである。 

・ １クラスの人数が４５名と多いことを考慮し、普通教室には２台のアクセスポイントを設

置。 

・ 体育や屋外観察、災害時の無線ＬＡＮ利用を想定して、体育館、中庭等へアクセスポ

イントを設置。 

・ 普通教室の空きスペースが少ないことを考慮し、既存の黒板の上にスライド式電子黒

板（ＩＷＢ）を設置。 

・ 授業開始前の機器準備の手間を少なくするため、電子黒板用の常設ＰＣ（ＩＷＢ用ＰＣ）

を設置。 

・ ＰＣ等に慣れていない教員でもＩＣＴ機器を使用できるように、単体で使用できる実物投

影機を設置。 

・ 普通教室に、ＩＷＢ用ＰＣと実物投影機を設置するキャスター付架台を配備。 

・ 校内の共有サーバは、ユーザ管理及びグループポリシーでＰＣの制御をすることを前

提に配備。 

また、生徒間、教員間などの共有ドライブを運用することを前提に配備。 

 

本年度運用したＩＣＴ機器の設置場所、数量その他は次のとおりである。 

ＰＣ  
No 種類 メーカ 品番・スペック 保管場所 数量 

1 生徒用ＰＣ 

 

 
 

日本 HP 品番：A2N94PA#ABJ 
OS：Microsoft Windows®７ Professional 

32 ﾋﾞｯﾄ 

メモリ：2GB 

HD：250GB 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ：86 ｷｰ(JIS 配列準拠) 

CPU：インテル®Core™ i5-2410M 

液晶画面：12.1 型、縦横回転可能 

専用ｽﾀｲﾗｽﾍﾟﾝ付き 

ポインティングタッチパッド内蔵 

タッチパネルによる入力操作（指および

ペン） 

1A～3C の各

教 室  充 電

保管庫 

414 台

（予備機

9 台 含

む） 

2 教員用ＰＣ 

 

 
 

日本 HP 品番：LV741PA#ABJ 
OS：Microsoft Windows®７ Professional 

32 ﾋﾞｯﾄ 

メモリ：2GB 

HD：250GB 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ：86 ｷｰ(JIS 配列準拠) 

CPU：インテル® Core™ i5-2540M 

液晶画面：12.1 型、縦横回転可能 

専用ｽﾀｲﾗｽﾍﾟﾝ付き 

ポインティングタッチパッド内蔵 

タッチパネルによる入力操作（指および

ペン） 

職員室 

充電保管庫 

27 台（予

備機 3 台

含む） 

3 ＩＷＢ用ＰＣ 

 

 
 

 

日本 HP 品番：QE540AV-ABEA 
OS：Microsoft Windows®７ Professional 

32 ﾋﾞｯﾄ 

メモリ：2GB 

HD：250GB 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ：86 ｷｰ(JIS 配列準拠) 

CPU：インテル® Core™ i5-2540M 

液晶画面：15 型 TFT SXGA 

ブルーレイ、DVD、CD 等対応スーパマ

ルチドライブ 

1A～3C の各

教 室 、 理 科

室 、 図 書 室 

設置 

（ｾｷｭﾘﾃｨﾜｲ

ﾔの施錠） 

11 台 
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ネットワーク機器 
No 種類 メーカ 品番 設置場所等 数量 

1 アクセスポイント 

 

 
 

メルー・ネット

ワークス 

AP310 1A～3C の各教室、理科室、図書

室、体育館、校庭 

51 

2 Radius 装置 

 
 

日立電線ネッ

トワークス 

Account

@Adapt

er 

3F 第一パソコン室 ラック 1 

3 L3 スイッチ 日本 HP J9472A 3F 第一パソコン室 ラック 2 

4 L2 スイッチ 日本 HP J9021A 3F 第一パソコン室 ラック 1 

5 無線ＬＡＮコント

ローラ 

メルー・ネット

ワークス 

MC3200

-50-JP 

3F 第一パソコン室 ラック 1 

6 ＰｏＥインジェクタ バッファロー BIJ-PO

E-4P 

3F 第一パソコン室 ラック、 

1F 機械室、体育館 

14 

7 防塵ケース メルー・ネット

ワークス 

- 体育館、中庭、校庭 6 

 

●無線ＬＡＮのセキュリティについて 

無線ＬＡＮのセキュリティを確保するために、次の 3 点の対策を実施。 

① MACアドレス認証 

本校のＩＣＴ環境外の機器に無線ＬＡＮの回線を使用されないために、ＰＣのＭＡＣ

アドレス（Media Access Control address）を、無線ＬＡＮのシステムに登録。登録され

ているＰＣのみ、無線ＬＡＮにアクセスすることを許可。 

 

② 通信の暗号化 

無線傍受・情報漏えいを防ぐために、ＰＣとアクセスポイント間の通信を暗号化。 

 

③ ＳＳＩＤの隠蔽化 

ＰＣが経由するアクセスポイントの識別子（ＳＳＩＤ・・・Service Set ＩＤentifier）を、非公

開設定にすることにより、アクセスポイントの存在を隠蔽。 
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●アクセスポイント機器の配置図 
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サーバ機器 

No 種類 メーカ 品番 設置場所等 数量 

1 共通サーバ 

 

 

日本 HP 品番：ML350 G6 Xｅ

ｏｎ 
OS:Windows2008R2 

メモリ：10G 

HD：300G×4 本による RAＩＤ

5 

CPU：Xeon E5606 2.13GHz 

バックアップ用 HD： 

１TB×１本 

モニタ：17 型 TFT SXGA 

キーボード：日本語 109 キ

ー(JIS 配列準拠) 

DVD、CD等対応スーパマル

チドライブ 

3F 第一パソコン室 ラック 
・ActiveDirectory によるユー

ザ管理 

・グループポリシーによる PC

管理 

・トレンドマイクロ ウイルスバ

スターコーポレーションエデ

ィションによるウイルス管理 

・ ト レ ン ド マ イ ク ロ

InterScanWebManager に よ

る Web フィルタリング管理 

1 

2 外付け HDD 

 

 

WD 品番：WD Elements 

デスクトップ 3 TB 

ハ ー ド ド ラ イ ブ 
( WDBAAU0030HBK) 
メモリ：3.0TB 

3F 第一パソコン室 ラック 
・共通サーバへ USB 接続 

（平成 25 年 3 月末増設） 

※FS 委託経費とは別調達 

1 

 

●共通サーバ機能 

① ＡｃｔｉｖｅＤｉｒｅｃｔｏｒｙによるユーザ管理 

Ｗｉｎｄｏｗｓ ＯＳの機能であるＡｃｔｉｖｅＤｉｒｅｃｔｏｒｙにより、一元的なユーザＩＤ・パスワ

ード管理を実施。 

生徒、教員、ＩＣＴ支援員の各ユーザＩＤを権限グループに分け、管理。 

 

② グループポリシーによるＰＣ／ユーザ管理 

各ユーザＩＤに応じて、ＰＣ設定や操作に関する規制を適用。 

生徒、教員、ＩＣＴ支援員の各ユーザＩＤに対し 3 つのグループに分け、各グループ

に動作環境（ポリシー）を適用。 

 

③ トレンドマイクロ ウイルスバスターコーポレーションエディションによるウイルス対策管

理 

各ＰＣに対して統一的なウィルス対策環境を提供するために、共通サーバにて一元

管理を実施。 

 

④ トレンドマイクロ ＩｎｔｅｒＳｃａｎＷｅｂＭａｎａｇｅｒによるＷｅｂフィルタリング管理 

ユーザＩＤによって、Ｗｅｂの各サイトの閲覧の可・不可の規制を実施。 

 

●外付けＨＤＤ 

・授業で撮影した動画や静止画、デジタル教科書などの各種ソフトウェア、教員・ＩＣＴ支

援員の各種資料が増加するにつれ、共通サーバのディスクの空き容量が減少した。 

そのため、平成２４年度末に３ＴＢの外付けＨＤＤを追加設置。 

・原則、ＩＣＴ支援員が使用する。教員・ＩＣＴ支援員ＩＤでは参照・更新可能、生徒ＩＤでは

参照不可とした。 

・設置したＨＤＤへＩＣＴ支援員関連のファイルを移行した結果、共通サーバに十分な空

き容量を確保できた。共通サーバの空き容量を監視する作業を軽減することができた。 
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電子黒板、実物投影機、充電保管庫、架台 
No 種類 メーカ 品番 設置場所 数量 

1 電子黒板（スラ

イド型） 

日立ソリュ

ーションズ 

SB-FXT77RL 1A～3C の各教室 9 

2 電 子 黒 板 （ 据

置型） 

日立ソリュ

ーションズ 

SB-FXT77PJ-2 理科室、図書室 2 

3 実物投影機 アバー・イ

ンフォメー

ション 

AV-355AF 1A～3C の各教室、理科

室、図書室 

11 

4 充 電 保 管 庫

（30 台用） 

アクティブ TRP-AC30N 1A～3C の各教室、職員室 10 

5 充 電 保 管 庫

（20 台用） 

アクティブ TRP-AC20N 1A～3C の各教室 9 

６ 架台 サンワサプ

ライ 

PR-SG1 1A～3C の各教室、理科

室、図書室 
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（２） ＩＣＴ環境のシステム 

ＩＣＴ環境には、次のシステムが導入されている。 

・授業支援システム      ： 教室において教員と生徒の学習を支援するシステム 

・協働教育プラットフォーム ： 学校関係者が情報を共有するシステム（クラウド環境） 

・一般公開向けホームページ： 本校のイベントや公示を一般的に公開するホームページ 

（クラウド環境） 

・Ｗｅｂフィルタリング管理  ： インターネット上の各種サイトの閲覧設定管理システム 

 

■ 授業支援システム 

教室において教員と生徒および生徒間のグループ学習を支援するために、授業支援シス

テム（インタークラス）を整備した。 

教員は、ＩＷＢ用ＰＣまたは教員用ＰＣより、授業支援システムを使用して、生徒及びグルー

プの学習状況の把握や、生徒用ＰＣ画面やグループでの作成物を各生徒用ＰＣへ配信して共

有することができる。 

操作方法については、適宜教員への研修を行い、授業での課題（ファイル）の一斉配信・回

収や、教育動画サイトの一斉起動などに使用されている。 

 

授業支援システムの機能一覧（主な機能） 

No. 機能名 機能概要 

1 ファイル配布・回収 教員用ＰＣ及びＩＷＢ用ＰＣから、生徒用ＰＣに対し

て、一斉に教材等のファイルを配布することがで

きる。配布したファイルを回収し、生徒用ＰＣから

削除することができる。回収ファイルを出席番号で

ソートすることができる。 

2 ＰＣの状況確認 教員用ＰＣまたはＩＷＢ用ＰＣにて、授業中の生徒

用ＰＣの画面を確認することができる。表示方法

は、45 台すべて、4 分割、9 分割、16 分割から選

択できる。 

3 生徒のグループ分け 生徒用ＰＣを何台かずつのグループに分けること

ができる。グループごとのタブ画面にて、グループ

のＰＣのみを対象とした操作が可能である。 

4 ＰＣの操作制御 生徒用ＰＣの電源ＯＦＦ、操作ロック、Ｗｅｂの閲覧

禁止等の一斉、個別の制御ができる。 

5 画像転送 各生徒用ＰＣに対して、ＩＷＢ用ＰＣや教員用ＰＣ、

生徒用ＰＣの画面を転送することができる。 

6 ソフト起動 生徒用ＰＣのＯｆｆｉｃｅソフトなどを、教員用ＰＣまた

はＩＷＢ用ＰＣから起動することができる。 

7 デジタルもぞうし グループでデジタルもぞうしを共有し、グループ

の生徒用ＰＣから書き込むことができる。どの生徒

が書込んだ内容なのか、わかるようになっている。 

8 生徒からの質問/応答 生徒用ＰＣから教員用ＰＣまたはＩＷＢ用ＰＣへ質

問メッセージを送付でき、教員はそのメッセージに

応答できる。 

（平成２４年度追加機能） 

1 チャット機能 生徒間で、文字入力の会話ができる。また発言内

容をファイル保存することができる。 
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No. 機能名 機能概要 

2 一斉起動/配布操作の簡易化 配布したいファイルやフォルダ、一斉に起動した

いプログラムの起動ショートカットやＷｅｂサイトの

ファビコンを、クラスエリアにドラッグ＆ドロップする

だけで、配布・一斉起動ができる。 

3 デジタルもぞうし強化 各グループのもぞうしのサムネイル表示ができる。 

また生徒用ＰＣにて、デスクトップアイコンから個別

起動ができる。 

（平成２５年度追加機能） 

1 チャット機能の機能追加 発言者の名前（ＩＤ）を表示させず、匿名で表示す

ることができる。 

他の発言者（生徒）の発言内容を非表示にするこ

とができる。 

2 評価テスト機能 画面上から問題を作成し、その問題を生徒へ配

布し、回答を回収することができる。 

回答結果をまとめ、表・グラフにすることができる。 
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●平成２４年度追加機能 

 

(1) チャット機能 

・ クラス全体またはグループ内の生徒間で文字入力の会話が可能。 

・ 発言内容をファイル保存することが可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  一斉起動、配布操作の簡易化 

・ 配布するファイルやフォルダ、一斉に起動するプログラムの起動ショートカットやＷｅｂ

サイトのファビコンを、クラスエリアにドラッグ＆ドロップすることで、配布・一斉起動が

可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生PC

学生PC

学生PC

教員PC

【教員側画面】

 学習者に提示するものを
ドラッグ＆ドロップすることで動作

 学習者に提示するものを
ドラッグ＆ドロップすることで動作

■■ ファイル配布ファイル配布 ■■ URLURL一斉起動一斉起動
■■ プログラム一斉起動プログラム一斉起動

 サイトの一斉起動 サイトの一斉起動
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(3) デジタルもぞうし強化 

・ 各グループのもぞうしのサムネイル表示が可能。 

・ デスクトップアイコンから個別起動が可能。 

 

 各グループのもぞうしをサム
ネイル表示

 

 デスクトップのアイコンから
個別に起動可能
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●平成２５年度追加機能 

 

【機能追加の背景】 

授業支援システムに必要な機能について、教員から要望をヒアリングした。その結果、

次の要望があった。 

要望を授業支援システムベンダ、ＩＣＴ運用保守業者と精査し、本年度の追加機能の要

件を定義した。 

 

No. 項目 課題 要望 

１ チャット コミュニケーションを活発にする

きっかけになる。だが、人の発

言に反応して、授業の進行とは

異なる方向に行ってしまう場合

がある。 

・生徒ＰＣでは、他の生徒の発

言を非表示にしたい。 

・教員ＰＣでは、今まで同様、全

員の発言を把握したい。 

2 評価 

アンケート 

１回に出題できる質問が１問で

は実用的ではない。 

多くの項目を１回でアンケートし

たい。 

・１回に出題できる質問を複数

にしたい。 

・アンケート結果をファイル保存

したい。 

 

【追加機能の内容】 

(1) チャット機能の機能追加 

・ 発言者の名前（ＩＤ）を表示させず、匿名で表示する機能を追加。 

・ 他の発言者（生徒）の発言内容を非表示にする機能を追加。 

 

●他の生徒の発言を非表示にするOFF
⇒ 全ての発言が表示される

●他の生徒の発言を非表示にするON
⇒先生と自分の発言のみ表示される
（ON/OFFの切り替え可能）

 
 

・ 平成２５年１２月の公開授業ではチャットを使用した授業が実施され、生徒間にて活

発な意見交換が行われた。 
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(2) 評価テスト機能 

・ 画面上から問題を作成し、その問題を生徒へ配布し、回答を回収する機能を追加。 
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■ 協働教育プラットフォーム 

協働教育プラットフォームは、Ｕ－Ｃｌｏｕｄ®(注 1)上で運営されるＳａａＳ型サービス（注 2）のＮ

ｅＸｔＣｏｍｍｏｎｓ（注 3）を使用して平成 24 年 3 月中旬に構築した。 

ＮｅＸｔＣｏｍｍｏｎｓで提供している学校・教育委員会向けに特化したパッケージ（学校パック）

を使用することで、導入・運用の利便性を実現している。 

ＮｅＸｔＣｏｍｍｏｎｓは、「パブリックスペース」、「プライベートスペース」「グループスペース」の

３階層からなり、外部への情報発信や教員、生徒、保護者といった関係者間での円滑な情報

共有を実現している。 

 
 

 
（注1） U-Cloud®（ユークラウド）は日本ユニシスグループが提供する”ＩＣＴ サービス”の総称。 

（注2） ネットワークを使用してソフトウェアを提供するサービスのこと。 

（注3） ユニアデックス株式会社が提供する SaaS 型情報共有基盤サービス。 

 

●協働教育プラットフォームの機能一覧 

スペース区分 機能 内容 

パブリックスペース 

（ログインアカウントは不要） 

ホーム 新着情報 

学校スケジュール 等 

授業日記 学年別授業の様子 

サイト情報 サイト案内 

Ｑ＆Ａ 

災害情報 災害時情報 

安否確認（ＳＳＬサイト） 等 

プライベートスペース 

（ログインアカウントが必要） 

各アカウント別情報 スケジュール 

教材管理 

グループスペース 

（ログインアカウントが必要） 

トップページ 新着情報 

教職員／生徒向け情報配信 

教職員共有 情報配信 

情報共有（フォルダ、ファイル保管） 

ＩＣＴ支援員スケジュール 

授業 教科別 教材データベース 

授業スケジュール 等 

１年・２年・３年 学年別・クラス別・科目別の情報配信 

情報共有 外部機関との情報共有 

教育実習生の部屋 連絡掲示板 

相談掲示板 

レポート 

課題提出（フォルダ、ファイル保管） 

パブリックスペース 

 

管理スペース 

プライベートスペース グループスペース 

ホームページ 

災害時情報等 

ログイン 

個別スケジュール等 授業スケジュール 

ICT支援員スケジュール 

教材データベース等 

サイト管理等 

管

理 



 

- 20 - 

 

使用頻度が高いページは次のとおりである。 

・ 教職員の情報共有（フォルダ、ファイル保管） 

・ ＩＣＴ支援員スケジュール 
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協働教育プラットフォームの画面は次のとおりである。 

 

１） トップ画面 

 

 
 

２） 学校スケジュール 

主に教員が更新する。 
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３） 教職員の情報共有（フォルダ、ファイル保管） 

教員間、教員とＩＣＴ支援員間・外部学校関係者間で情報共有を行う。 
 

 
 

４） ＩＣＴ支援員スケジュール 

ＩＣＴ支援員が教員と授業支援スケジュールを調整し、その結果を登録する。 
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■ 一般公開向けホームページ 

本校の旧ホームページをクラウド環境へ移行した。（平成２４年１１月） 

主に教員により、ホームページの更新を行っている。学校行事、入学案内やＰＴＡ向けの月

予定表などの資料のアップロード、お知らせ文の更新などを実施している。 

セキュリティ上の設定は次のとおりである。 

・ 一般向けと、特定者向け（ＩＤ/パスワードが必要、保護者向けなど）のページを分けてい

る。 

・ 生徒の写真・動画などは、年度ごとに保護者向けのＩＤ/パスワードを分けて、特定者向

けページにて閲覧可能としている。 

 

一般向けの公開授業などについては、従来電話などで申込を受け付けていたが、本ホーム

ページ開設後は、インターネット申込のみとしている。 

本ホームページからリンクしている申込登録画面（申込フォーム）に、参加希望者は氏名・住

所など必要事項を入力し、申込を行う。 

（申込フォームは、https にてデータ送信時に暗号化保護がされている。） 

それにより、申込手続きにおける中学校及び参加希望者の手間が省け、また申込状況・申

込数の把握が容易となった。 

今までに本ホームページに作成した申込フォームは次のとおりである。 

 

No. イベント名 実施日 申込件数 

１ 平成２４年度公開授業 平成２４年９月 １０５件 

2 平成２４年度研究発表会 平成２５年２月 １０９６件 

3 平成２５年度全国中高一貫教育大会 平成２５年１０月 １２１件 

4 平成２５年度公開授業研究会 平成２５年１２月 １５１件 

5 平成２５年度研究発表会 平成２６年２月 ７７５件（２月現在） 
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本ホームページのトップ画面からの申込フォームのリンク箇所、及び申込フォームは次のと

おりである。（例として、画面は平成２５年度全国中高一貫教育大会時のものである。） 

 

１） トップ画面 

 

 
 

・ 上記赤枠ボタンから、平成２５年１０月の全国中高一環教育研究大会について、インター

ネット申込を行うことが可能である。 
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２） 平成２５年１０月の全国中高一環教育研究大会 参加申込登録画面（申込フォーム） 

 

 
 

 
 

・ 本画面にて、氏名や学校名、連絡先、参観希望授業を登録する。 

・ 本研究大会の会員校はリスト選択とした。 
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３） ＰＴＡのページ 

 

 
 

・ トップ画面の「保護者の方へ」ボタンから、本ページへ移動する。 

・ 各年度のページその他の閲覧にはＩＤ/パスワードが必要である。 
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■ Ｗｅｂフィルタリング管理 

ユーザＩＤによって、インターネットの各サイトの閲覧可・不可の規制を実施している。 

 

・ユーザをグループに分け、グループごとに規制を行っている。 

・カテゴリ単位およびカテゴリ配下の小分類単位、またはＵＲＬ単位で、閲覧可・不可の規制

をかけることができる。 

・授業に必要だが規制により閲覧不可となるページがある。その場合、教員からの指示によ

り、ＩＣＴ支援員が設定を一時的に変更し、閲覧できるようにしている。 

Ｗｅｂフィルタリング管理画面から、該当するサイトのＵＲＬを閲覧可能設定にする処置で実

施している。 

授業で閲覧後、教員の指示があれば再び閲覧不可設定にする処置を行っている。 

 

No. グループ 所属ユーザ 
規制するカテゴリ 

閲覧可能 閲覧不可 

１ デフォルト 教員ＩＤ、ＩＣ

Ｔ支援員ＩＤ 

主張、セキュリティ・プロキ

シ、金融、ゲーム、ショッピ

ング、コミュニケーション（チ

ャット、掲示板、ブログな

ど）、ダウンロード、職探し、

話題、オカルト、ライフスタ

イル、スポーツ、旅行、趣

味、宗教、政治活動・政

党、広告、ニュース 

不法、アダルト、出会

い、ギャンブル、グロテ

スク、成人嗜好 

2 生徒 生徒ＩＤ スポーツ、旅行、趣味、宗

教、政治活動・政党、ニュ

ース 

不法、主張、アダルト、

セキュリティ・プロキシ、

出会い、金融、ギャンブ

ル、ゲーム、ショッピン

グ、コミュニケーション、

ダウンロード、職探し、

グロテスク、話題、成人

嗜好、オカルト、ライフス

タイル、広告 
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（３） ＩＣＴ環境の運用体制 

本事業の実施にあたり、体制は次のとおりである。 
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３．ＩＣＴ支援員の状況 
 

（１） ＩＣＴ支援員数 

ＩＣＴ支援員数 ３名（うち１名をリーダー/責任者） 

着任日 平成２４年２月１日 

勤務時間 ＩＣＴ支援員３名はシフト勤務を実施 

平日８時３０分～１６時３０分、９時～１７時、１０時３０分～１８時３０分 

※放課後の教員との打合せ・調整が必要であるため、３名を同時

時間ではなく、シフト勤務とするよう調整した。 

着任日以降、要員の変更はない。 
 

（２） 取組概要 

・ ＩＣＴ支援員の取組概要は、次のとおりである。 

項目 各節の内容 

教員との連携 支援作業に関する、教員とＩＣＴ支援員の連携方法・内容 

活動の記録 ＩＣＴ支援員が作成する授業記録、日報 等 

授業支援 授業支援回数、準備内容、支援内容、事例 等 

運用作業 ソフトウェアインストール、設定更新 等 

ＩＣＴ機器サポート ＩＣＴ環境の保守、復旧作業 

生徒向けレクチャ 生徒に対するＩＣＴ環境や使用方法に関するレクチャ 

研修内容 ＩＣＴ支援員が適宜受講する研修 

地域協議会 ＩＣＴ支援員が出席する地域協議会 

 

・ 生徒用ＰＣに故障や不具合が生じた際の対応、生徒用ＰＣのＩＤの管理・更新、教員作

成の資料の整理・取りまとめなど、ＩＣＴ支援員が配備できない状況下においては、学

校の管理層や情報機器担当教員などの業務に付加されると予想される業務の整理等

にもあたっている。 

 

（３） 教員との連携 

・ 授業支援が必要な場合は、各教員が電話・口頭・メールなどでＩＣＴ支援員に要請して

いる。 

・ ＩＣＴ支援員により、協働教育プラットフォーム（クラウド）上にＩＣＴ支援員の授業支援ス

ケジュールを登録し、教員、ＩＣＴ運用保守業者と共有している。 

・ ＩＣＴ支援員間で、授業支援と他作業（教員との事前打合せ・相談、記録作成、写真な

どの資料整理、障害対応など）との調整を行い、最終的な支援スケジュールを決めて

いる。 

・ ＩＣＴ支援員の当日のスケジュールは、ＩＣＴ支援員室のドア前に掲示している。 

・ ３名のうち１名をリーダーとし、作業内容を調整している。 

リーダーは各月でローテーションを行い、各ＩＣＴ支援員がリーダーを担当することで、

リーダー業務の訓練を行っている。 

・ 授業支援について、事前に教員と授業内容、進め方、ＩＣＴ使用方法や支援タイミング、

使用するソフトウェア、必要な準備などについて相談・確認を行っている。 
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・ 教員向けレクチャは次のとおりである。 

No 項目 日時 概要 

1 タブレットＰＣのカメラ（Ｗｅｂ

ｃａｍ）操作方法 

４月 新任教員に対して、Ｗｅｂｃａｍの操作方法を

説明。また各ＰＣのデスクトップに手順書を送

付し、周知。 

2 授業支援システム（インター

クラス）の操作方法 

４月 新任教員に対して、インタークラスのファイル

配布・回収方法を説明。 

3 Ｅｘｃｅｌによるグラフ作成方

法 

４月 Ｅｘｃｅｌ使用による、グラフ作成方法の手順書

を作成し、教員へ送付。 

4 書画カメラの操作方法 ５月 新任教員、教育実習生に対して、書画カメラ

の操作方法を説明。 

5 オーディオ再生方法 ５月 パワーポイントファイルにてオーディオファイ

ルを動作させる方法、および教室内のスピー

カー接続方法を説明。 

6 ワード、パワーポイントの操

作方法 

５月 動画、音楽ファイルの挿入方法を説明。 

7 インタークラス・チャット操作

方法 

６月 インタークラス上でのグループ分け方法、チ

ャット機能の操作方法を説明。 

8 ワードの操作方法 ６月 ワードファイルの文字数をカウントする方法を

説明。 

9 ＰＤＦファイル化方法 ７月 ワードで作成した論文を、ワードの機能にて

ＰＤＦファイルで保存する方法を説明した。 

10 天体ソフトウェアのインスト

ール手順 

９月 天体ソフトウェア（ステラリウム）のインストール

手順書を作成し、教員へ送付。 

11 インターン先生向け機器操

作 

９月 ＩＷＢにおけるパワーポイント、授業支援シス

テム、書画カメラの操作方法を説明した。 

12 画像ファイルの貼り付け手

順 

１０月 画像ファイル（ＪＰＥＧ）へのワード文書などの

貼り付け方法について説明。 

13 授業支援システム操作方法 １０月 授業支援システム（インタークラス）にて、生

徒から教員ＰＣへファイルを提出させる方法

について説明。 

14 授業支援システム操作方法 １１月 発表（ある生徒ＰＣの画面を、他生徒ＰＣへ送

付する機能）の操作方法を説明。 

15 授業支援システム操作方法 １１月 チャットの操作方法を説明。 

16 パワーポイント操作方法 １１月 エクセルのグラフをパワーポイントファイルへ

挿入する方法を説明。 

17 ワンノート使用方法 １２月 ワンノート（ノート作成ソフト）におけるブック、

セクション、ノート、ページの概念や入力方法

をレクチャ。 

18 デジタル教科書使用方法 １２月 生徒用デジタル教科書における、教科書内リ

ンクの動画表示方法などをレクチャ。 

（授業を教員のみで対応するための事前レク

チャ） 

19 ワンノートへの画像貼付方

法 

１月 ワンノートへインターネット上の図を貼付する

方法をレクチャ。（図のコピーとワンノートの挿

入操作） 
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No 項目 日時 概要 

20 授業支援システム操作方法 １月 授業支援システムにおいて、複数の生徒画

面を一定時間間隔で順次表示させていく操

作（生徒画面机間巡回機能）のレクチャ。 

21 生徒ＰＣの無線ＬＡＮスイッ

チチェック方法 

１月 生徒ＰＣがネットワークに接続できない場合、

ＰＣの無線ＬＡＮスイッチがオフになっている

場合がある。その復旧方法の資料を作成し、

レクチャ。 

22 教室内スピーカーの接続方

法 

１月 教室内スピーカー（ＢＯＳＥ）のケーブル接続

方法の資料を作成し、レクチャ。 

 

（４） 活動の記録 

・ ＩＣＴ支援員により、次の記録を行っている。 

- 授業記録 

授業の流れ・ＩＣＴ支援員の支援内容を１回の授業支援につき原則１枚記録 

（同内容の複数授業は、１枚にまとめる。） 

- 日報 

授業支援、準備、打合せ、障害対応、研修、ＩＣＴ環境更新作業など、日々の業務

を一覧形式に記録 

- 障害一覧 

ＩＣＴ環境に関する問題が発生した場合の現象・復旧対応の内容を記録 

 

・ ＩＣＴ支援員は、各種報告や記録に基づき、定期的にＩＣＴ運用保守業者と相談し、状況

や課題の共有・対応を行っている。 
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（５） 授業支援 

本年度の授業支援の回数、準備、内容については、次のとおり。 

 

■授業支援回数 

１時間の授業支援を１回とカウントした。 

●本年度（運用３年目）：平成２５年４月～平成２６年３月まで 

月 支援回数 1 名の 1 日の平均支援回数 備考 

４月 78 1.6 4/6 まで春季休暇 

５月 126 2.0  

６月 99 1.7  

７月 71 1.7 7/22 から夏季休暇 

８月 7 1.2 8/29 から始業 

９月 58 1.0   

１０月 99 1.5   

１１月 88 1.5   

１２月 100 2.2  12/21 から冬季休暇 

１月 47 0.8  1/8 から始業 

２月 92 1.6  

３月 39 0.9 3/21 から春季休業 
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【集計結果】 

・ ４月に生徒に対してＩＣＴ機器レクチャを行い、５月に使用回数が増加した。 

・ ６月は定期テスト、７・８月は夏季休暇のため、使用回数は減少した。 

・ ９月は教育実習生（約５０名）が実習を行っている。ＩＣＴ利活用に関し教員の自立を

促すため、教育実習生に対するレクチャ・授業支援は、教員が原則行っている。 

・ １０月はデジタル教科書の使用が多く、支援回数も増加した。 

・ １１月は視察、１２月は公開授業があり、事前の授業でもＩＣＴ機器の利用が多かっ

た。 

・ 1 月は、１年生にスキー合宿、２年生に職場体験学習があり、教室内の授業数が少な

かった。３年生も復習が多かったため、ＩＣＴ機器を使用することが少なかった。その

ため、支援回数が全体的に減少した。 

・ 昨年度は教員・生徒ともども可能な限りＩＣＴ環境に慣れるため、積極的に使用した。

そのため、ＩＣＴ支援員はＩＣＴ機器を使用する授業には可能な限り参加し、支援を行

っていた。 

・ 本年度は教員の自立を促しており、ＩＣＴ機器について教員が慣れている場合は、教

員のみで授業を実施している。 

ＩＣＴ支援員は率先して支援するのではなく、教員から要望のあった場合に支援して

いる。 

・ 今後も教員の自立が積極的に推進されるため、ＩＣＴ支援員による授業支援はある一

定回数に落ち着くと想定している。 

・ 昨年度と本年度を比べると、昨年度の方が支援回数が多い。本年度はＩＣＴ支援員

の操作支援が減り、教員が自立して単独で授業をする回数が増加しているためであ

る。 

・ ＩＣＴ支援員の授業支援は、授業の開始から終了まで待機する支援から、定期的に

校内を巡回し、適宜支援を実施する「巡回支援」の頻度が増加している。 

・ 昨年度、ＩＣＴ支援員の活動は授業支援が大半だったが、本年度は授業支援の他に、

資料作成・授業に必要なソフトウェアの検証・障害対応の作業の割合が高くなった。 

 

（参考） 

●構築後の初年度：平成２４年２月～３月まで 

月 支援回数 1 名の 1 日の平均支援回数 備考 

２月 51 0.8 ２月１日から運用開始 

３月 55 0.9  
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●昨年度（運用２年目）：平成２４年４月～平成２５年３月まで 

月 支援回数 1 名の 1 日の平均支援回数 備考 

４月 65 1.4 4/9 から 1 学期開始 

５月 157 2.5  

６月 110 1.7  

７月 76 1.8 7/21 から夏季休暇 

８月 11 1.2 8/29 から始業 

９月 172 3  

１０月 260 3.8  

１１月 175 2.7  

１２月 132 2.9 12/21 から冬季休暇 

１月 57 1.1 1/7 まで冬季休暇 

２月 133 2.3  

３月 59 1.5  
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■授業支援準備 

授業支援について、事前に教員と授業内容、進め方、ＩＣＴ使用方法や支援タイミング、

使用するソフトウェア、必要な準備などについて相談を行っている。 

授業開始前にＩＷＢおよびＩＷＢ用ＰＣを起動し、準備している。教員の指示により、ファイ

ル配置、ＳＷ起動なども事前に行っている。 

 

また、教員の依頼により、ＩＣＴに関する各種作業を行っている。教員と協働して行う場合と、

ＩＣＴ支援員のみで確認し、結果を教員にお知らせする場合がある。 

次は一部事例である。 

・ 生徒作成のファイルの取りまとめ・確認 

・ 授業記録チェック表の作成支援 

・ デジタル教科書インストールの作業支援 

・ デジタル教科書のファイル保存、印刷の動作確認 

・ 朝日新聞デジタル版の名簿を作成し、教員へ送付 

・ インタークラスの各種機能の使用頻度を調査し、教員へ送付 

・ 各種ソフトウェアのインストール 

・ 音楽ファイルを加えたプレゼンテーションファイルの編集 

・ ヘッドセット（ヘッドフォン、マイク）の準備・片付け 

・ 教員作成のＤＶＤの再生可否の確認 

・ ＩＣＴ支援員用ＰＣを使用して、各種ソフトウェアのインストール・動作確認テスト 

 

■授業支援概要 

・ 授業中、教員から依頼があった場合、授業支援システム（インタークラス）の操作のサ

ポートを行っている。（生徒へのファイル配布や生徒からのファイル回収、生徒ＰＣから

の発表、チャットなど） 

・ 授業支援の際は、カメラにて写真を撮影している。学校からの要望に応じて、ビデオカ

メラにて動画を撮影している。 

撮影した写真や動画は、定期的に整理し、教員からの要望に応じて提供している。 

・ 授業中、生徒がＰＣを使用する際は、見回りを実施し、適宜生徒からの質問に回答し

ている。不具合時は復旧作業や予備ＰＣの交換を実施している。 

・ 総合的な学習の時間等、学年で一斉にＩＣＴを活用した授業を実施する場合、各学年

に１名の支援員を配置している。 

・ 教員からの要請により、１回の授業支援にて、複数のＩＣＴ支援員が対応する場合があ

る。例えば、１名がビデオ・写真撮影、１名がＩＷＢ・ＩＷＢ用ＰＣの操作、１名が生徒間見

回り・サポートを行うなどの場合である。 

・ 各省庁、地方教育団体・学校からの授業視察の際には、ＩＣＴ支援員・ＩＣＴ運用保守業

者が授業支援を実施した。必要に応じて、その後の意見交換会に、ＩＣＴ支援員やＩＣＴ

運用保守業者を出席させた。 

・ 授業の開始から終了まで待機する授業支援がない場合、ＩＣＴ支援員は定期的に校内

を巡回し、教員から要望があれば支援に入っている。ＩＣＴ支援員の授業支援は、授業

の開始から終了まで待機する支援から、定期的に校内を巡回し、適宜支援を実施する

「巡回支援」の頻度が増加している。 
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（６） 運用作業 

ＰＣの故障対応、ソフトウェアのインストール、セキュリティパッチ適用、ＩＷＢ描画調整、アカ

ウント追加、不具合に対する復旧作業など、ＩＣＴ支援員が実施した運用作業は次のとおりであ

る。 

 

No 項目 日時 概要 

1 全ＰＣのＷｉｎｄｏｗｓＵｐｄａｔ

ｅ（セキュリティパッチ適

用）作業 

４月・ 

８月 

教員用・ＩＷＢ用・生徒用の全ＰＣに対して、

共有サーバ上のパッチ一式を適用。 

2 授業支援システム（インタ

ークラス）の座席表確認 

４月 新年度・クラス替えにあたり、１・２・３年生全

教室の授業支援システムの座席表が現状と

合致しているかの確認。 

3 一太郎ビューアのインスト

ール 

４月 ＩＷＢ用ＰＣへインストールを実施。 

4 ムービーメーカーのイン

ストール 

４月 総合的な学習で使用するＰＣへインストール

を実施。 

5 インタークラスにて生徒の

グループ分け作業 

６月 インタークラスにて、生徒を複数のグループ

に分ける事前準備作業を実施。 

6 削除・紛失したデータの

復旧 

６月 教員ＰＣのデータを、共通サーバのバックア

ップファイルから復旧。 

7 デジタル教科書会社向け

にＩＣＴ環境説明 

７月 デジタル教科書会社に対し、ＩＣＴ支援員作

成のマニュアルで中学校のＩＣＴ環境の説明

を実施。 

8 デジタル教科書クラウドサ

ーバへの教員・生徒ＩＤ登

録作業の支援 

７月 デジタル教科書クラウドサーバ登録用の教

員・生徒ＩＤの名簿を作成。デジタル教科書

会社による登録作業を支援。 

9 夏期のサーバラック高温

化対策 

７月 

（日次） 

共有サーバと無線機器のラック１台を３Ｆパソ

コン室に設置しているが、夏期休業中はクー

ラーの使用がなくなるため、ラック内が相当な

高温になる。 

そのため、ラックの扉・横壁を取り外し、ラック

内に熱が滞留する状況を回避した。 

（教室は施錠済であるため、セキュリティは確

保できると判断。） 

また毎日、パソコン室の窓を開け、外気を取

り入れる処置を実施。 

10 転入生アカウント作成 ７月 転入生用のアカウント、個人フォルダを作

成。 

11 デ ジ タ ル 教 科 書 （ 追 加

分）のインストール支援 

８月 デジタル教科書（３年生追加分）のインストー

ル作業を支援。 

12 ＨＤＭＩ変換ケーブル交

換 

８月 ＩＷＢとＩＷＢ用ＰＣをＨＤＭＩケーブルで接続

しているが、ＰＣとの接続には変換ケーブル

を使用している。故障した変換ケーブル（計２

本）の交換を実施。 

また、今後故障を防ぐため、接続端子が破損

しないよう、保護するようにした。 
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No 項目 日時 概要 

13 災害時無線ＬＡＮ開放テ

スト実施 

１０月 ＳＳＩＤの隠蔽、パスワード制限、接続ＰＣのＭ

ＡＣアドレス制限によりセキュリティを確保して

いるアクセスポイントについて、災害時用ＳＳＩ

Ｄ（隠ぺいなし・パスワード制限なし・ＭＡＣア

ドレス制限なし）を用意し、ＰＣやスマートフォ

ンからフリーでアクセスできることを確認。そ

れらの手順確認を合わせて実施。 

14 ＩＷＢプロジェクタのランプ

交換 

１１月 ＩＷＢプロジェクタのランプエラーが表示され

たため、ＩＷＢベンダと調整。ランプの交換を

実施。 

15 テレビ番組の取材対応 １１月 テレビ番組の取材があったため、事前調整

や当日の運用作業の撮影などに対応。 

16 総務省ガイドライン作成

の資料作成・打合せ 

１２月 総務省ガイドライン作成のため、内田洋行様

の問合せ資料に回答。また運用についての

ヒアリングに対応。 

17 ＨＤＭＩケーブル交換対

応 

１２・１月 ＨＤＭＩケーブル経由では、ＩＷＢ用ＰＣの画

像がＩＷＢに表示されなくなったため、どの機

器の障害か、切り分けを実施。 

ＩＷＢベンダによるＨＤＭＩケーブル交換後、

動作確認を実施。 

18 教室内スピーカーのケー

ブル有無チェック 

１月 教室内スピーカー（ＢＯＳＥ製）のケーブルの

有無を確認した。 

19 電子ペン、スタイラスペ

ン、ＩＷＢリモコンの有無

チェック、教室名ラベル

貼付 

１月 各教室を見回り、電子ペン、スタイラスペン、Ｉ

ＷＢリモコンの有無を確認した。 

また、それら各機器に教室名（１Ａなど）のラ

ベルを貼付した。 

20 ＰＣ故障対応 随時 ＰＣに動作不全が発生した場合、ＩＣＴ支援員

にてＯＳやその他ソフトウェアのリカバリを行

う。復旧しない場合は、ＰＣベンダに連絡し、

対処方法を確認し、対応する。 

ディスクやその他部品が破損した場合、ＰＣ

ベンダへ修理依頼を行う。 

21 ＩＷＢの描画調整 随時 ＩＷＢの描画が不鮮明になる場合（上下左右

の隅）、フォーカス調整、コーナーフィット調

整を実施している。 

21 Ｗｅｂフィルタリングのチュ

ーニング 

随時 Ｗｅｂフィルタリングにより、生徒用ＩＤでは閲

覧できないページがある。（ブログ、政治テー

マなど。） 

それらのサイトを授業で使用するため、教員

からの指示により、サイトの閲覧許可設定を

実施。 

22 タブレットＰＣ教室外持出

一覧の管理 

随時 タブレットＰＣを校庭や体育館に持ち出す

際、生徒には一覧に記載するよう周知。その

一覧にて返却有無の確認を実施。 
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No 項目 日時 概要 

23 プリンタの操作支援 随時 生徒からのプリンタ操作方法の質問に対し

て、回答、説明している。また、操作方法手

順書を作成し、プリンタそばに置いている。 

用紙補充時に補充枚数を記録し、累計を計

測している。 
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（７） ＩＣＴ機器サポート 

ＩＣＴ支援員にて、ＩＣＴ機器のサポートを行っている。主な事例は次のとおりである。 

 

No 種別 分類 サポート内容 

1 

ＰＣ 

準備・ 

対応 

授業支援の際は、生徒用の予備機ＰＣを２、３台用意し、復旧不

可の場合に予備ＰＣ代替を行っている。その場で解決できない

問題については、授業後にＩＣＴ支援員がＩＣＴ運用保守業者と

連携し、復旧を行っている。 

2 

ハード

ウェア

修理 

ＨＷ修理が必要なＰＣについては、ＨＷベンダへ電話連絡し、

修理票の起票、機器送付・受け取りの対応を行っている。 

机上からの落下などによる故障は有償対応となるため、中学校と

調整し、使用に問題がある故障については、ＨＷベンダへ修理

依頼を行っている。それ以外の多少の外傷については、テープ

補強などを行っている。 

3 

ソフト 

ウェア 

（ＳＷ） 

各ＳＷの疑問点については、各ＳＷ運用保守業者に電話または

メールにて質問している。 

4 

タブレットＰＣのタッチパネルが動作しない現象が発生した場合、

ＨＷベンダから教示された対応（バッテリ放電措置）を行ってい

る。復旧しない場合は、復旧手順書に則って、タッチパネル・ドラ

イバのインストールを実施している。 

5 

起動時にＯＳ修復画面が表示されたタブレットＰＣについて、Ｈ

Ｗベンダと連携を取り、バッテリ放電措置やリカバリ処置を行い、

復旧を行っている。 

6 
電子 

ペン 

破損した電子ペンの交換を行っている（ＩＣＴ運用保守業者・ＰＣ

ベンダと連携し、有償対応を実施）。 

7 管理 

体育など屋外でＰＣを使用する場合、砂ほこりがＰＣに悪影響を

与える可能性があるので、使用後にエアダスター（スプレー）で

各ＰＣを清掃している。持ち出したＰＣの管理一覧を作成し、都

度チェックしている。 

8 

ＩＷＢ 対応 

ＩＷＢの描画が不鮮明になった場合、ＩＷＢベンダと相談し、ＩＷＢ

のコーナーフィット調整やフォーカス調整を随時実施している。 

9 

ＩＷＢとＩＷＢ用ＰＣをＨＤＭＩケーブルで接続しているが、接続障

害が発生した場合、ＲＧＢケーブルにて代替対応を行っている。 

ＨＤＭＩケーブルが断線していた場合、ＩＷＢ設置業者がケーブ

ル交換を実施する。それに伴う作業支援と修理後の動作確認を

ＩＣＴ支援員が実施している。 

10 
書画 

カメラ 
対応 

書画カメラの描画が不鮮明になった場合、書画カメラベンダから

指示を得て、描画調整を実施している。 

11 
充電 

保管庫 

調査・ 

対応 

充電保管庫で充電ができない現象が発生した。ＩＣＴ運用保守

業者とともに、充電保管庫の電源ケーブルをチェックしたところ、

抜けかかっていた。コンセントに差し込み、抜けないようテープで

補強を行った。 

 



 

- 40 - 

（８） 生徒向けレクチャ 

ＩＣＴ支援員による生徒向けレクチャは、次のとおりである。 

 

No 項目 時期 学年 概要 

1 新入生向けタブレ

ッ ト Ｐ Ｃ の 使 用 方

法・ログオン方法 

４月 １年 ＰＣの電源オン/オフ、モニタの動かし方、ログ

オン方法、パワーポイントの使い方、充電保管

庫からの取り出し・収納方法、ＵＳＢメモリ使用

方法、禁止事項などを説明。 

2 タブレットＰＣの操

作 

４月 ２・３年 同上。 

（前年度４月に実施した内容を改めて復習。） 

および新年度のため、パスワード変更方法を

説明。変更は生徒が各自実施。（ＩＤは変更な

し。） 

またパスワード変更日に欠席した生徒に対

し、後日個別レクチャを実施。 

3 タブレットＰＣのカメ

ラ（Ｗｅｂｃａｍ）操作 

４月 １年 Ｗｅｂｃａｍの操作方法を説明。また各タブレッ

トＰＣのデスクトップに手順書を送付し、周知。 

4 プリンタ操作 ４月 全学年 プリンタドライバ設定、複数ファイルの印刷方

法、手差し印刷方法などを説明。 

5 ＳＤカード使用 ５月 １年 ＳＤカードからの写真データ移動方法、またそ

の印刷方法を説明。 

6 画像挿入 ５月 ２年 写真画像をパワーポイントファイルへ挿入する

方法を説明。 

7 パワーポイント操作 ５月 １年 パワーポイントの文字フォント、サイズの変更

方法等を説明。 

8 パワーポイント操作 ６月 ２・３年 パワーポイント資料に動画を挿入する方法等

を説明。 

9 デジタル教科書操

作 

７月 １年 デジタル教科書上のワークファイルを保存す

る方法を説明。 

10 スライドショー記録 ９月 各年 パワーポイントのスライドショーの記録方法を

説明した。 

11 アニメーション作成 ９月 １年 ＰＣのカメラの操作方法、パワーポイントでの

アニメーション作成方法を説明した。 

12 手書き文字入力 ９月 １年 自宅ＰＣ（タッチパネル、タッチペンのないＰ

Ｃ）での手書き文字入力方法を説明した。 

13 関数ソフト操作 １０月 ２年 関数ソフトの使用方法について、生徒個別に

説明を行った。 

14 授業支援システム

操作 

１１月 ２年 チャットの操作方法を説明。 

15 ワンノート操作 １２月 ２年 議事録を作成する生徒（書記）に対し、ワンノ

ートの使用・入力方法をレクチャ。 

16 ワンノート操作 １２月 １年 ワンノートのファイルの共有方法、画像保存方

法などをレクチャ。 

17 チャットボード使用 １２月 ２年 チャットボードのデータコピー方法をレクチャ。 
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（以下、「新入生向けタブレットＰＣの使用方法・ログオン方法レクチャ」資料から抜粋） 
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（以下、「プリンタ操作」資料から抜粋） 
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（９） 研修内容 

ＩＣＴ支援員のフォローアップ研修を継続して実施している。 

次の点に力点を置いている。 

・運用３年目に入り、教育ＩＣＴの考え方や本事業の内容について、復習の意味で改めて再

確認する。 

・本事業に関連する教育ＩＣＴの流れ・進むべき方向について、最新の状況を共有する。 

・ＩＣＴ支援員のスキルアップを継続する。 

 

No 項目 日時 概要 

1 フューチャースクール推進

事業、学びのイノベーション

事業の現状の説明 

４月 左記事業の概要の復習、その他官庁や自治

体の動向、総務省ガイドラインの解説、研究

会のトピックス解説、電子教科書や最近の教

育ＩＣＴの動向などの研修。 

2 ＩＣＴ支援員業務研修 ４月 これまでの業務の振り返り、参考になる業務

事例の紹介、支援スタイル確立方法などの研

修。 

3 コーチング、コミュニケーシ

ョンスキル研修 

４月 学校現場における左記スキルについてプレ

ゼンテーション演習にて実習。 

4 デジタル教科書説明 ４月 デジタル教科書会社により、ＰＣリペア後のイ

ンストール方法、インストールに必要なファイ

ル、設定などの説明。 

5 情報モラル研修 ６月 ＩＣＴを使用するにあたり、適正な行動を行うた

めの基本理念・態度についての研修。 

6 インタークラス新機能研修 １０月 平成２５年度追加機能のチャット、評価テスト

の操作方法、設定や仕様についての研修。 

7 デジタルペン操作研修 １２月 デジタルペンを授業で使用するため、操作方

法、設定や仕様について、教員とともに研修・

実習。 

8 フォローアップ打合せ 月次 ＩＣＴ支援員管理者による作業内容相談、フォ

ローアップ。 

9 その他自習 適宜 ＩＣＴ支援員による自習・練習。 

（図書室その他教室のＩＣＴ機器を利用して、

機器操作の自習、各種ソフトウェアの稼動確

認、など） 

 

（１０） 地域協議会 

地域協議会への参加は、次のとおりである。 
 

No 概要 日時 

1 第１回協議会へ参加 平成２５年６月２７日 

2 第２回協議会へ参加 平成２５年９月２４日 

3 第３回協議会へ参加 平成２５年１２月９日 

4 第４回協議会へ参加 平成２６年３月１３日 
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４．地域協議会の運営状況 

（１） 実施体制 

地域協議会の実施体制は以下のとおりである。実施場所は全て横浜中学校である。 

 

実施体制 

協議会 

 

名称 取組状況 

附属横浜中学校 

地域協議会 

○ 目的：本事業の内容に教員や有識者等の意向を反映し、

また継続的な事業運営方策を検討することを目的とする。 

○ 設立年月日：平成２４年１月３０日 

○ 活動：ＩＣＴ関連機器・設備やＩＣＴシステムの仕様等の確

認、ＩＣＴ利活用事業の実施に必要な事項の協議、実証

研究計画の調整および実証研究結果の報告・評価、課

題対策検討、次年度以降の事業の運用・運営の在り方等

に関する検討 

運営体制（協議会の主な構成員） 

 

団体・氏名 役 割 

横浜国立大学教育人間科学部 

附属横浜中学校 主幹教諭 

鹿島 俊章 

（プロジェクトリーダー） 

本事業の進捗管理等の全体統括、総務省・文部科学省に

向けての各種報告 

モデル構築の成果の全国展開への協力、関係各会議への

出席 

横浜国立大学教育人間科学部 

附属横浜中学校 校長 

加藤 圭司 

事業の運用・運営の在り方等に関する検討 

横浜国立大学教育人間科学部 

附属横浜中学校 副校長 

大音師 右至 

事業の運用・運営の在り方等に関する検討・助言 

横浜国立大学 教育人間科学部

附属教育デザインセンター 

センター長 髙木 展郎 

教員養成のモデルの提示、ＩＣＴ利活用事業を効果的に推

進するための教育法の提案（教員向け研修の実施を含む） 

横浜国立大学 教育人間科学部

附属教育デザインセンター教授 

野中 陽一 

専門分野である教育工学に基づく実証研究計画への助

言、実証研究結果の評価、課題対策検討 
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横浜国立大学教育人間科学部 

附属横浜中学校 

学校評議員県立光陵高校校長 

伊藤 眞人 

実証研究結果の評価、課題対策検討 

横浜国立大学教育人間科学部 

附属横浜中学校 

学校評議員 PTA 会長 

柏木 秀美 

実証研究結果の評価、課題対策検討 

教員 

井上 祐介 

大窪 洋次郎 

大内 広之 

ＩＣＴ利活用事業に関する具体的な検討（教案等）、実証研

究計画の調整および実証研究結果の報告・評価、課題対

策検討 

横浜国立大学教育人間科学部 

横浜附属学校第二係 

 

菊地 清史 

事業の運用・運営の在り方等に関する検討・助言 

ＩＣＴ支援員 

授業中のＩＣＴ機器の操作支援、ＩＣＴ機器の利活用方法の

提案、ＩＣＴ機器を利活用する授業の指導案作成支援、デ

ジタル教材の作成支援、ＩＣＴ機器の保守・管理、各種ソフト

ウェアの導入・管理・設定、授業記録の作成、資料の管理 

ＩＣＴ運用保守業者 

（日本ユニシス） 

ＩＣＴ関連機器・設備やＩＣＴシステムの構築に関するアドバ

イザー、ＩＣＴ運用保守、各種報告、資料作成 

 

（２） 第１回内容 

開催日時 ： 平成２５年６月２７日 １４～１６時 

参加人数 ： １１名 

 

１．開会挨拶 

     会議開始にあたり、加藤校長から開会の挨拶があった。 

 

２．協議会メンバー確認 

本年度第１回目にあたり、資料により確認した。 

 

３．提案 

①事業経過報告等 

鹿島主幹教諭から、資料に基づき、フューチャースクール推進事業及び学びのイノベーショ

ン事業（平成２３年４月～平成２５年３月）についての報告と今後の予定・展開について説明が

あった。 

  ②ＩＣＴ運用保守業者より 

日本ユニシスより、資料に基づき、ＩＣＴ環境についての作業報告、ＩＣＴ環境の利活用状況と
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障害対応、ＩＣＴ支援員の作業状況、今後の予定、年間スケジュールなどについて説明があっ

た。 

    

４．質疑及び意見交換 

     次のとおり、質疑及び意見交換がなされた。 

・授業支援システムについては、誰が何を考えているかわかるように、考えや意見、感想を統合整

理できるようなソフトがあるかも知れないので、検討する。 

・総合的な学習の論文は毎年全生徒が学習結果として残していく。それらをアーカイブとして、キ

ーワード検索などができると便利である。難点は手書きのものをどうするかなど問題が残る。 

・デジタルとアナログの融合が必要である。全てデジタルとしてしまうと、生徒が手を使わず、字を

書かなくなる。その場合十分に理解・記憶されているか、疑問が残る。デジタル学習は知識とし

て身に付かないと指摘する生徒もいる。そのため、教員が黒板を積極的に使い、生徒がノートを

取る、プリントに書くなどの作業は必要である。デジタルとアナログどちらの利点も取り込むことが

必要である。 

・文科省で行われた協議会でも、眼のことが心配されていたが、アンケートからすると、その懸念

はないような結果になっている。 

・デジタル教科書の改定状況について質問があり、情報として各社とも取り組んでいて実績つくり

を行っている。２０１５年の教科書の改定に併せて準備していると思われる。 

準備については、小学校から進むと思われる。 

・本日のデジタル教科書を使った授業の際、担当教諭が教科書を読むよう指示したところ、タブレ

ットＰＣがほとんどで、紙の教科書を開いたのは非常に少数であった。 

・デジタル教科書のビューア機能の統一も必要と思われる。 

・横浜市の小学校では、生徒全員には無理でも、先生が提示するようにデジタル教科書を使って、

ディスプレイなどに投影している学校も出てきている。 

・ＰＣが１万円台になったら、普及が進むと思われる。台湾製にはあるが、Ｗｉｎｄｏｗｓだけでも、１万

円するのでネックになっている。スマートフォンのアンドロイドのようなＯＳが必要と思われる。 

・デジタル教科書を使うにしても、ネット環境に左右されるのか懸念がある。整っていた方が便利

ではある。（本校は、無線ＬＡＮネットワークを構築済み。） 

・電子辞書においては、音声・カラー映像が当然なので、いずれ電子書籍やデジタル教科書にも

応用されると思われる。 

・教科書についても、義務教育は無償だが、高校にあっては有償なので、どうなるか。ただ、どの

教科書会社も、教科については統一価格なのでどうなるか、課題である。 

高校においては、教科・科目も多いので、負担が大きい。 

 

（３） 第２回内容 

開催日時 ： 平成２５年９月２４日 １４～１６時 

参加人数 ： １１名 
 

１．開会挨拶 

     会議開始にあたり、加藤校長から開会の挨拶があった。 

 

２．提案 

①事業経過報告等 

鹿島主幹教諭から、資料に基づき、フューチャースクール推進事業及び学びのイノベーショ

ン事業（平成２５年４月～平成２５年９月）についての報告と今後の予定・展開について説明が

あった。（授業実践例、教育実習生の授業活用、実習生へのアンケート結果、生徒の研究成

果発表会等での TPC の活用状況、保護者会で TPC を体験、など） 

  ②ＩＣＴ運用保守業者より 
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日本ユニシスより、資料に基づき、ＩＣＴ環境についての作業報告、ＩＣＴ環境の利活用状況と

障害対応、ＩＣＴ支援員の作業状況、今後の予定、年間スケジュールなどについて説明があっ

た。 

    

３．質疑及び意見交換 

     次のとおり、質疑及び意見交換がなされた。 

・総務省佐藤氏から、平成２６年度新規予算要求「先導的教育システム実証事業」の概略に

ついて、文科省と協力して進めたい旨、説明があった。 

・ＴＰＣ及び無線ルータの故障頻度について質問があり、端末は月５～６台、ルータの故障は

ないとの説明があった。 

・ベンダから報告のあった利活用状況については、ＩＣＴ支援員が把握している数であり、教

員が独自で使用している数は含んでいない。中学校ではこれくらいというものを出す必要

があるのではないか。 

・デジタル教科書については、教科によって使用しやすいものとそうでないものがある。 

・教員養成に特化して大学で開講しているカリキュラムはなく、技術の中で触れるだけで、１

年生にはコンピュータの基礎があるが大学のシステムを使用しているので、自分でウィルス

駆除ソフトの設定なども行ってないのではないか。これから考える必要があるだろうし、例え

ば、これを各附属で教育実習生に実践的に学ばせてもらえるとありがたいと思う。最近、大

学で行っている免許更新時講習にも、ＩＣＴの活用を入れるような方向もあるので、可能であ

れば附属で、地域の先生方にも体験してもらうことも考えていただけるとありがたい。 

・総合の学習と教科の学習によって違うのは、総合の学習では自主的に生徒が使うか使わな

いかを判断しているので、その部分は、ここの学校の特徴を表していて重要な部分である。

生徒の操作スキルの差があるので、これをアップする必要があるのではないか。 

・教科の学習については、先生の判断で使う使わないを決めているのではないか。ただ実証

なので、デジタル教科書を使った上で、使わない方が良いという結果になった方が良いの

ではないか。 

・韓国のデジタル教科書は、意外とシンプルなので、日本のものとは違うのではないか。 

・日本ユニシスから、デジタルペンについて活用例などの紹介があった。 

 

（４） 第３回内容 

開催日時 ： 平成２５年１２月９日 １４～１５時 

参加人数 ： １２名 

 

１．開会挨拶 

     会議開始にあたり、加藤校長から開会の挨拶があった。 

 

２．提案 

①事業経過報告等 

鹿島主幹教諭から、１２月１８日に実施するフューチャースクール／学びのイノベーション公開

授業の全体会発表骨子について、資料に基づき、以下の各項目について行いたい旨、説明

があった。 

【授業活用、デジタル教科書、ＴＯＦＹを通して生徒の TPC の利用について、教育実習生、

協同的学習へ】 

教科により参加者数の偏りがあるとの報告があった。 

発表内容に関し、課題が多くなっているが実証を行っているので課題が出るのは良いことで

あること、授業活用の説明は公開授業があった授業は簡単に行い、その他のところを重点的

に説明するなど工夫すること、フィルタリングとモニタリングの使い分けについて等の意見交換

があった。 
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  ②ＩＣＴ運用保守業者より 

日本ユニシスより、資料に基づき、ＩＣＴ環境についての作業報告、ＩＣＴ環境の利活用状況と

障害対応、ＩＣＴ支援員の作業状況、今後の予定、年間スケジュールなどについて説明があっ

た。 

    

３．質疑及び意見交換 

     次のとおり、質疑及び意見交換がなされた。 

・総務省佐藤氏から、１１月２１日視察の謝辞及び次年度のことについて、クラウドを活用した

デジタル教科書のことについて、文科省と協力して進めていく旨、説明があった。 

・プリンタ用紙の使用枚数について、７月以降減っていることについて質問があり、ＴＯＦＹで

の使用が終わったこと、授業での使用がないこと、また２月には中間発表があるので２年生

の使用枚数が増えることが予想される旨、説明があった。 

・障害対応、ＩＣＴ支援員作業、停電時の対応などについて、次年度以降の作業に備えてマ

ニュアル化の要望があり、日本ユニシスから準備できている旨、説明があった。 

・日本ユニシスが行う年間スケジュールの中で、アカウント移行など年度内に可能なものにつ

いては進めてほしい旨、要望があった。 
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５．ＩＣＴ環境の利活用状況 

（１） ＩＣＴ機器の利活用状況 

ＩＣＴ支援員の日報にて、各ＩＣＴ機器と授業支援システム（インタークラス）の使用回数の記

録を実施している。平成２５年４月から平成２６年２月までの使用回数は次のとおりである。 

 

■月ごとの合計使用回数 

 

月 ＩＷＢ 生徒用ＰＣ 授業支援システム 実物投影機 平日数 

４月 63 58 49 9 16 日 

５月 111 92 68 15 21 日 

６月 81 72 51 3 20 日 

７月 66 62 36 15 14 日 

８月 6 6 0 0 2 日 

９月 51 39 16 31 19 日 

１０月 80 82 48 15 22 日 

１１月 87 77 50 7 20 日 

１２月 56 57 29 2 15 日 

１月 47 46 28 3 17 日 

２月 70 64 38 18 19 日 

３月 20 21 13 0 14 日 
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■月ごとの 1 日の平均使用回数 

月 ＩＷＢ 生徒用ＰＣ 授業支援システム 実物投影機 

４月 3.9 3.6 3.1 0.6 

５月 5.3 4.4 3.2 0.7 

６月 4.1 3.6 2.6 0.2 

７月 4.7 4.4 2.6 1.1 

８月 3.0 3.0 0.0 0.0 

９月 2.7 2 0.8 1.6 

１０月 3.6 3.7 2.2 0.7 

１１月 4.4 3.9 2.5 0.4 

１２月 3.7 3.8 1.9 0.1 

１月 2.5 2.4 1.5 0.2 

２月 3.7 3.4 2.0 0.9 

３月 1.4 1.5 0.9 0.0 

 

 
 

【集計結果】 

・ ４月に生徒に対してＩＣＴ機器レクチャを行い、５月に使用回数が増加した。 

・ ６月は定期テスト、７・８月は夏季休暇のため、使用回数は減少した。 

・ ９月は教育実習生（約５０名）が実習を行っている。ＩＣＴ利活用に関し教員の自立を

促すため、教育実習生に対するレクチャ・授業支援は、教員が原則行っている。 

・ １０月はデジタル教科書の使用が多く、支援回数も増加した。 

・ １１月は視察、１２月は公開授業があり、事前の授業でもＩＣＴ機器の利用が多かっ

た。 

・ １月は、１年生にスキー合宿、２年生に職場体験学習があり、教室内での授業数が

少なかった。３年生も復習が多いため、ＩＣＴ機器を使用することが少なかった。その

ため、支援回数が全体的に減少した。 

・ ２月は教室内の授業数も通常程度となり、また研究発表会があったため、ＩＣＴ機器

の利用が多かった。 

・ 昨年度は教員・生徒ともども可能な限りＩＣＴ環境に慣れるため、積極的に使用した。

そのため、ＩＣＴ支援員はＩＣＴ機器を使用する授業には可能な限り参加し、支援を

行っていた。 

・ 本年度は教員の自立を促しており、ＩＣＴ機器利用について教員が慣れている場合
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は、教員のみで授業を実施している。 

ＩＣＴ支援員は率先して支援するのではなく、教員から要望のあった場合に支援して

いる。 

・ 今後も教員の自立が積極的に推進されるため、ＩＣＴ支援員による授業支援はある

一定回数に落ち着くと想定している。 

・ 昨年度と本年度を比べると、昨年度の方が使用回数は多い。この使用回数は、ＩＣＴ

支援員が支援に入った際の使用回数である。本年度の使用回数が比較的減少し

ているのは、ＩＣＴ支援員の操作支援が減り、教員が自立して単独で授業を行う回数

が増加しているためである。 

・ 昨年度、ＩＣＴ支援員の活動は授業支援が大半だったが、本年度は授業支援の他

に、資料作成・授業に必要なソフトウェアの検証・障害対応の作業の割合が高まっ

ている。 

 

ＩＣＴ支援員が支援に入らない授業におけるＩＣＴ利活用状況を集計するために、各教員に

て「電子黒板・タブレットＰＣの活用に関する記録（平成２４年１月２５日総務・文科両省連名事

務連絡別添３）」の記録を行っている。 

 

（参考） 

使用回数の記録は、平成２４年６月から開始した。 

 

■月ごとの合計使用回数 

昨年度（運用２年目）：平成２４年４月～平成２５年３月まで 

月 ＩＷＢ 生徒用ＰＣ 授業支援システム 実物投影機 平日数 

６月 134 67 42 52 21 日 

７月 84 42 11 20 14 日 

８月 5 3 0 3 3 日 

９月 155 52 34 63 19 日 

１０月 221 160 83 75 23 日 

１１月 134 103 53 76 21 日 

１２月 125 91 57 48 15 日 

１月 43 36 24 18 17 日 

２月 106 96 55 66 19 日 

３月 51 60 48 13 13 日 

 

■月ごとの 1 日の平均使用回数 

昨年度（運用２年目）：平成２４年４月～平成２５年３月まで 

月 ＩＷＢ 生徒用ＰＣ 授業支援システム 実物投影機 

６月 6.4 3.2 2.0 2.5 

７月 6.0 3.0 0.8 1.4 

８月 1.7 1.0 0.0 1.0 

９月 8.2 2.7 1.8 3.3 

１０月 9.6 7.0 3.6 3.3 

１１月 6.4 4.9 2.5 3.6 

１２月 8.3 6.1 3.8 3.2 

１月 2.5 2.1 1.4 1.1 

２月 5.6 5.1 2.9 3.5 

３月 3.9 4.6 3.7 1.0 
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６．実施計画で設定した実証テーマに対する分析・評価 

実施計画にて設定した各実証テーマに対する評価については、予め想定した課題もしくは

実際の作業を行う中で抽出した課題をもとに分析、評価を実施した。 

 

（１） 実証テーマ①: ＩＣＴ環境の利活用に際しての情報通信技術面等の課題の抽出・分析 

＜項目１＞ 

【ＩＣＴ環境の課題と対応】 

各ＩＣＴ環境の利活用における課題・対応については、次のとおりである。 

・ ４００人以上の生徒が１人１台のＰＣを使用するため、単なる故障からソフトウェア上の

障害まで、様々な対応が必要となる。ＩＣＴ支援員はＰＣに関する幅広い対応が必要

となる。 

・ ＰＣの故障台数が増加した場合、代替ＰＣを使い回すことがある。使用可能台数を意

識しながら、故障対応を行う必要がある。 

・ 無線とＰＣの接続障害については、無線に起因する不具合もあれば、ＰＣに起因す

る不具合（無線スイッチのオフやスリープモードなど）もある。原因を見極める手順を

確立し、ＩＣＴ支援員がそれを習得しておく必要がある。 

・ ＰＣ、ＩＷＢともに経年劣化による故障が増加する傾向にある。生徒に対し、扱いを丁

寧にするよう注意喚起を都度行っている。またＩＷＢは、チョークの粉を取り除くなどの

掃除により不具合発生率が低下する。 

 

項 目 課 題 対 応 原 因 予防案 

タブレット

ＰＣ 

・生徒用ＰＣにて、

次のような障害が

発生する場合が

ある。 

・タッチパネルが

動作しない。 

・ＷｉｎｄｏｗｓＵｐｄａ

ｔｅができない。 

など 

・不具合時の各種

対応書を作成

し、それに則っ

て、ＩＣＴ支援員

が対応してい

る。場合によって

は、ＩＣＴ運用保

守業者が対応し

ている。 

・各ＰＣに特化し

た原因。 

・障害対応手順

書を都度整備

し、ＩＣＴ支援

員間で周知し

ている。 

・バッテリ故障やＰ

Ｃ付属タッチペン

破損、また机上か

らＰＣを落とすなど

の 破 損 は 、 有 償

対応である。中学

生が使用すること

を鑑み、有償対応

について、検討す

る必要がある。 

・使用に問題が

ある故障につ

いては、ＨＷベ

ンダにて有償

修理を行って

いる。それ以外

の多少の外傷

については、テ

ープ補強など

を行っている。 

・外装に破損が

ある場合、無償

対応が不可とな

る場合がある。

（落下が原因で

ある場合など） 

・バッテリやタッ

チ ペンは無償

修理対象外で

ある。それらを

補償対象に含

める契約はコス

ト超過となる。 

・ 有 償 対 応 時

は、今後も要

不要を判断す

る。 

・使用開始から

３年目であり、

不注意による

破損は増加す

る可能性があ

る。生徒の意

識を維持する

ために、定期

的 な レ ク チ ャ

や障害の周知

などの対策を

検討する。 
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項 目 課 題 対 応 原 因 予防案 

ＩＷＢ 

・ＩＷＢがリモコンで

起動しない。また

は起動した場合も

「吹き出し口の掃

除をしてください」

とエラーが表示さ

れ 、 動作 が 不 安

定となる。またプロ

ジェクタの温度ラ

ンプが赤点灯して

いる。 

・プロジェクタのフ

ィルタを清掃し、

埃を除去した。 

・プロジェクタの

フィルタに埃が

付着していてお

り、プロジェクタ

が高温となって

い た た め で あ

る。 

・プロジェクタの

フ ィ ルタ清掃

を定期化する

（ 年 1 回 程

度）。 

・ＩＷＢ画面の描画

にズレが発生、ま

たは左右端が不

鮮明に描画される

場合がある。 

・ ＩＷＢ画面の写

真をＩＷＢベンダ

へ送付し、対応

を協議した。フォ

ーカス設定を調

整することにより

描画のズレや不

鮮 明 を 補 正 し

た。 

・レールによる移

動式ＩＷＢであ

るため、移動回

数が増すと、プ

ロジェクタの位

置が動き、画面

描 画 に ズ レ が

生じることがあ

る。 

・障害対応手順

書に追記し、Ｉ

ＣＴ支援員間

で周知してい

る。 

・ＩＷＢとＩＷＢ用ＰＣ

をＨＤＭＩケーブ

ルで接続している

が、ＩＷＢ用ＰＣの

画像をＩＷＢへ表

示できなくなる場

合がある。 

・ 一 次 対 応 と し

て、ＲＧＢケーブ

ル接続により使

用した。 

・ＨＤＭＩケーブル

断線のため交換

を実施した。 

・レールによる移

動式ＩＷＢであ

るため、移動回

数が増すと、Ｈ

ＤＭＩケーブル

が断線すること

がある。（昨年

度は４教室にて

交換実施。） 

・断線を予防す

るための対応

を、ＩＷＢベン

ダと検討した。

歪曲に強いケ

ーブルを選定

し、本年度断

線 の あ っ た ４

教室にて交換

を実施した。 

・ＩＷＢのプロジェク

タの電源投入時、

ランプエラーとな

り、プロジェクタが

稼働できなくなっ

た。 

・ＩＷＢベンダから

交換用ランプを

購入し、交換し

た。 

・プロジェクタの

ランプ故障。 

・放課後のＩＣＴ

支援員の教室

見 回 り の 際

に、プロジェク

タの電源がオ

ン で あ る 場

合 、 オ フ に し

ている。 
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項 目 課 題 対 応 原 因 予防案 

無線ＬＡＮ 

・昨年度末に校舎

の計画停電があ

った。複電後に、

４台のアクセスポ

イント（以下、ＡＰ）

のランプが異常を

示した。 

・３台のＡＰに対し

て、ＬＡＮケーブ

ル挿抜による電

源 再 投 入 に よ

り、復旧させた。 

・１台のＡＰはラン

プ点灯せず、Ｌ

ＡＮケーブル挿

抜したが電源投

入ができなかっ

た。そのためＡＰ

交 換 を 実 施 し

た。 

・ＡＰは、電源停

止・複電時に特

に作業の必要

は な い 。 た だ

し、複電後に正

常 認 識 し な い

場合が起こりう

る。 

・ＩＣＴ環境の停

電・複電方法

について、手

順書を作成し

た。 

・本年度に計画停

電があった際、復

電後に無線機器

を電源オン・起動

させたところ、ＡＰ

が４台、起動しな

かった。 

・起動しなかった

ＡＰ中３台は、Ｌ

ＡＮケーブル挿

抜による電源再

投入により 、復

旧させた。 

・上記処理で復旧

しなかったＡＰに

ついては、ＬＡＮ

ケーブルの接続

先を、Ｌ２スイッ

チの故障ポート

から別ポートに

接続し直し、暫

定復旧させた。

Ｌ２スイッチ本体

の交換を実施。 

・ＡＰは、電源停

止・複電後に正

常 認 識 し な い

場合が起こりう

るため。 

・接続先のＬ２ス

イッチのポート

故障のため。 

・停電・復電手

順書に、障害

時の対応方法

を追記した。 

・ある教室にて、ＩＷ

Ｂ用ＰＣから生徒Ｐ

Ｃ へ画 像配信 を

行う際、配信が遅

延または停止して

しまう。 

・問題の教室の無

線 設 定 の 見 直

し、無線ドライバ

のバージョンアッ

プ調査を実施。 

・問題の教室の無

線設定の変更を

実施し、復旧。 

・無線設定のた

め。 

・設定の詳細、

経緯を文書化

し、ＩＣＴ支援

員 に 周 知 し

た。 

 

 

＜項目２＞  

【年度始めの作業】 

教室内のタブレットＰＣは各教室に据え置きである。進級に伴うＰＣの移動は行わない。 

（教員・生徒のユーザＩＤはＰＣに特化せず、どのＰＣからもログイン可能である。） 

 

例年、生徒用ＩＤについては、年度初めに更新作業を行う。 

本年度４月、生徒用ＩＤ更新作業を次のとおり実施した。 



 

- 55 - 

・ 共有サーバのＡｃｔｉｖｅＤｉｒｅｃｔｏｒｙ管理のユーザＩＤについて、次の変更を実施。 

－ 卒業生・転出者ユーザＩＤを削除、個人フォルダを削除（退避） 

－ 新入生ユーザＩＤを登録、個人フォルダを作成 

パスワードはＩＣＴ運用保守業者にてランダムに決定 

－ 新２・３年生ユーザＩＤの学年・クラス付きの表示名を更新 

  パスワードは生徒各自が新規に登録 

・ 共有サーバのＷｅｂフィルタリング管理ＳＷに新入生ユーザＩＤを登録、ポリシーを適

用。 

 

＜項目３＞  

【夏期における運用状況と課題】 

・ 共有サーバと無線機器のラック１台を３Ｆパソコン室に設置しているが、夏期休業中

はクーラーの使用がなくなるため、ラック内が相当な高温になる。暫定措置として、

夏期休業中はラックの扉・横壁を取り外し、ラック内に熱が滞留する状況を回避した。 

（教室は施錠済であるため、セキュリティは確保できると判断した。） 

・ 夏期は、ＩＣＴ支援員により、毎日パソコン室の窓を開け、外気を取り入れる処置を実

施した。 

 



 

- 56 - 

（２） 実証テーマ②:ＩＣＴ環境の導入・運用に係るコストや体制に関する課題の抽出・分析 

＜項目１＞ 

【課題内容】 

・ ＩＣＴ支援員の役割明確化、スキル向上の方策や適正人数・支援時間等、運用体

制・方策を検討する。 

・ 運用・保守のコスト削減方策を検討する。 

 

【取組内容】 

・ ＩＣＴ支援員３名の作業は、授業支援や事前の準備・授業リハーサルを最優先として

いる。 

・ リーダー業務を、月次で３名の中で交代させている（リーダーローテーション）。 

各ＩＣＴ支援員が全体作業を見渡すスキルを身につけることで、体制変更時にも対

応できるよう、訓練している。 

・ リーダーは、各支援員の支援内容やスケジュールを調整している。スケジュールは

協働教育プラットフォーム（クラウド環境）上にて、教員間・ＩＣＴ支援員間およびＩＣＴ

運用保守業者間で共有されている。 

・ 教員がＩＣＴ支援員と相談する場合、授業終了後が多くなるため、ＩＣＴ支援員３名の

勤務時間をシフト制とした。 

（８時３０分～１６時３０分、９時～１７時、１０時３０分～１８時３０分） 

それにより教員との相談の時間を確保した。 

・ 総合的な学習の時間等、学年で一斉にＩＣＴを活用した授業を実施する場合、各学

年に１名の支援員を配置している。 

・ 教員からの要請により、１回の授業支援にて、複数のＩＣＴ支援員が対応する場合が

ある。 

例えば、１名がビデオ・写真撮影、１名がＩＷＢ・ＩＷＢ用ＰＣの操作、１名が生徒間見

回り・サポートを行うなどの場合である。 

・ ＩＣＴ利活用について教員の自立を促している。それにより、ＩＣＴ支援員の授業支援

の回数が減少する傾向にある。ＩＣＴ支援員の作業内容・ボリュームを適宜チェックし

ている。 

・ 運用保守について、障害対応手順書など各種マニュアルをＩＣＴ運用保守ベンダ・Ｉ

ＣＴ支援員が都度整備している。 

 

【結果】 

・ リーダーローテーションにより、各ＩＣＴ支援員がリーダー業務、管理業務を経験し、

自身の業務の効率化を意識することができた。 

・ ＩＣＴ支援員をシフト制にすることにより、授業後のまとまった時間で教員との相談時

間を確保することができた。それにより、授業展開の中でどのように ICT を利活用す

れば、効果的な授業が実施できるのか、といった点を教員と共に検討し、支援員か

ら提案するスキルを身につけることができた。ただし、ＩＣＴ支援員の勤務時間にズレ

が生じるため、ＩＣＴ支援員間での引継ぎが負担となる場合がある。ＩＣＴ支援員間で

の情報共有の効率化が課題である。 

・ ＩＣＴ利活用について教員の自立を促している。そのためＩＣＴ支援員の授業支援の

回数は一定数に落ち着いた。一方、ソフトウェア動作検証や資料作成など、教員の

要望は増加する可能性がある。今後もＩＣＴ支援員の作業内容・ボリュームを適宜チ

ェックする。 

・ ＩＣＴ支援員の体制最適化については、教員の自立化と並行し、最適な運用体制を

精査していく予定である。 

・ 障害対応手順書を整備することにより、ＩＣＴ支援員の障害対応にかかる負担は軽
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減している。 

 

＜項目２＞ 

【課題内容】 

・ ＩＣＴ支援員の位置づけを、教員への操作支援から教員の自立支援とする。引継・レ

クチャを通し、教員が主体的にＩＣＴ運用を実施するための方策を検討する。 

 

【取組内容】 

・ 授業におけるＩＣＴ環境の使用頻度が増加するにつれ、ＩＣＴ支援員が全ての授業に

支援に入ることが困難となった。そのため、教員とＩＣＴ支援員が相談し、初めての操

作や難度の高い操作の場合を優先し、授業支援に入るよう調整している。 

・ ＩＣＴ支援員のスケジュールにより授業支援に入ることが困難な場合、事前に教員とＩ

ＣＴ支援員がリハーサルなどを行い、教員のみでＩＣＴ環境を使用できるようにしてい

る。 

・ 教育実習生に対するＩＣＴ環境のレクチャおよび授業支援を、教員が行っている。必

要に応じて、ＩＣＴ支援員も支援に入るようにしている。 

 

【結果】 

・ 基本的な操作や、すでに実施したことのある操作の場合、教員のみで授業を行うこ

とが可能となっている。 

・ 教員のＩＣＴ環境に対するスキルが向上した。 

・ 教員のＩＣＴ環境に対する理解が深まり、ＩＣＴ支援員への要望がより具体的になった。

「こういうことをしたい」という要望から、「こういうことをしたいが、どう操作すればよい

か」という要望に変わってきている。 

・ 教員の自立を促すことで、ＩＣＴ支援員の授業支援回数は適正化されていく傾向に

ある。と同時に、ICT 支援員の業務は、操作支援中心のものから、授業内での ICT

利活用の提案、資料作成、授業で使用するソフトウェアの検証といった幅広いものと

なった。 

・ 過去、授業支援のため、ＩＣＴ支援員が運用保守作業の時間を確保することが困難

となり、作業が遅れることがあった。しかし、現在は以前と比べ、運用保守作業の時

間を確保することが可能となった。そのため、ＩＣＴ支援員の残業時間も減少した。 
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（３） 実証テーマ③:ＩＣＴ利活用方策の分析 

＜項目１＞ 

【課題内容】 

・ 多様な授業にＩＣＴを利活用することで、授業の有効性向上の方策を検討する。 

 

【取組内容】 

・ 授業内容について、教員とＩＣＴ支援員は事前に打合せを行っている。初めての操

作を行う場合には、ＩＣＴ機器を使用して事前にリハーサルを行い、手順の精査や準

備を行っている。 

・ ＩＣＴ支援員は、支援する授業について、授業開始前にＩＷＢ、ＩＷＢ用ＰＣおよび実

物投影機を起動し、準備している。また、教員の指示により、ファイル配置、ソフトウ

ェア起動などを事前に行っている。 

・ 特徴的な利活用事例は次のとおりである。 

No 科目 時期 学年 概要 機器/ＳＷ 

1 国語 ４月 １年 タブレットＰＣのカメラを使用してスピーチの

練習を行った。 

ＰＣ、ＰＣ付属

カメラ 

Ｗｅｂｃａｍ 

2 数学 ４月 ２年 授業支援システム（インタークラス）のチャッ

ト機能を使用し、生徒間にて意見を共有し

た。 

ＰＣ、ＩＷＢ 

授業支援シス

テム（インター

クラス） 

3 理科 ５月 １年 生徒が前の授業にてデジタルカメラで撮影

した写真をタブレットＰＣに移動し、各自印刷

した。その写真をプリントに貼付した。 

デ ジ タ ル カ メ

ラ、ＰＣ、プリン

タ 

4 美術 ５月 ２年 インターネット上のトリックアートの画像につ

いて、生徒が各班で技法や構成を協議し、

その結果を発表した。また、生徒が作成した

トリックアートの下書きを書画カメラで表示

し、発表した。 

ＰＣ、ＩＷＢ、書

画カメラ 

ブラウザ、ペイ

ントソフト 

5 理科 ５月 １年 顕微鏡で観察した生物をデジタルカメラで

撮影し、その写真をタブレットＰＣに保存し、

デジタル教科書に貼付した。同時に、その

生物のスケッチを行った。 

デ ジ タ ル カ メ

ラ、ＰＣ 

デジタル教科

書 

6 体育 ５月 ２年 動画を使用しハンドボールのルール説明を

行った。 

ＰＣ、ＩＷＢ 

7 美術 ６月 １年 インターネットでイメージを検索し、タブレット

ＰＣのペイントソフトにて絵（試案）を描いた。

最終的に絵具で紙に描き、完成させた。 

ＰＣ、ＩＷＢ 

ブラウザ、ペイ

ントソフト 

8 数学 ６月 ３年 授業支援システムにて、図のファイルを生徒

タブレットＰＣへファイル配布した。生徒はフ

ァイル上の図形を設定されたカテゴリ別に分

類し、考察をまとめた。 

ＰＣ、ＩＷＢ 

授業支援シス

テム 

9 英語 ６月 １年 画像や音楽を挿入したファイルを生徒が作

成した。そのファイルをＩＷＢへ表示し、生徒

自身が説明を行った。 

ＰＣ、ＩＷＢ 

パワーポイント 
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No 科目 時期 学年 概要 機器/ＳＷ 

10 英語 ６月 ２年 授業支援システムのチャット機能を使用し

た。生徒を数名のグループに分け、各グル

ープにて英語でチャットを行った。 

ＰＣ、ＩＷＢ 

授業支援シス

テム 

11 国語 ７月 １年 デジタル教科書の機能にて、生徒が個々に

マインドマップを作成した。生徒はタッチペ

ンを適宜使用した。 

ＰＣ、ＩＷＢ 

デジタル教科

書 

12 国語 ７月 １年 ヘッドフォンを使用し、生徒が個々にデジタ

ル教科書の映像を視聴した。 

ＰＣ、ＩＷＢ、ヘ

ッドフォン 

デジタル教科

書 

13 数学 ７月 ３年 統計ソフトまたはエクセルの関数機能を使

用し、生徒が個々にヒストグラムを作成した。 

ＰＣ、ＩＷＢ 

統計ソフト、エ

クセル 

14 学活 ７月 １年 ＩＣＴ機器使用に関する、横浜国立大学 野

中教授による生徒向けアンケートについて、

説明時にＩＷＢを使用。生徒各自が生徒用Ｐ

Ｃを使用してアンケートを行った。 

ＰＣ、ＩＷＢ 

ブラウザ 

15 体育 ９月 １年 生徒は班に分かれ、班の代表者のマット体

操をデジタルカメラで撮影した。動画を共有

フォルダに保存し、各班で互いの動画を閲

覧した。 

デ ジ タ ル カ メ

ラ、ＰＣ 

メディアプレイ

ヤー 

16 英語 ９月 １年 動画サイトの有名人のスピーチをＩＷＢに表示

し、生徒が気づいた点を発表した。その後、そ

の動画サイトを参考教材として、各生徒がスピ

ーチ練習を行った。 

ＩＷＢ、ＰＣ 

ブラウザ 

17 美術 ９月 ２年 ＰＣのカメラで写真を撮影し、それをパワー

ポイントに取り込み、アニメーションの効果機

能を使用してパラパラアニメを作成した。 

ＰＣ、ＰＣ付属

カメラ 

Ｗｅｂｃａｍ、パ

ワーポイント 

18 国語 ９月 １年 昨年度の１年生が作成した本の紹介文（約

５０個）を、カテゴリ分けし、授業支援システ

ムにて生徒ＰＣへ配布した。 

ＩＷＢ、ＰＣ 

授業支援シス

テム 

19 国語 １０月 １年 生徒が各自、デジタル教科書にペンやマーカ

ーで記入し、要約をプリントに記入した。 
ＰＣ 

デジタル教科

書 

20 体育 １０月 １年 前回の授業で、生徒各自のマット運動の動画

を撮影した。生徒はＰＣで自分の動画のスロー

モーション再生を行い、振り返りを行った。 

ＰＣ 

メディアプレイ

ヤー 

21 音楽 １０月 ２年 授業支援システムにより、音楽ファイルを生

徒ＰＣに配布。生徒は班に分かれ、生徒ＰＣ

にて音楽ファイルを再生し、鑑賞した。 

ＩＷＢ、ＰＣ 

授業支援シス

テム、メディア

プレイヤー 

22 数学 １０月 ２年 生徒は関数ソフトを使用し、計算式・値を入

力し、グラフを作成した。 

ＩＷＢ、ＰＣ 

関数ソフト 
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No 科目 時期 学年 概要 機器/ＳＷ 

23 理科 １０月 ３年 授業支援システムにより、天体プラネタリウム

ソフトを生徒ＰＣに配布。生徒は各自ＰＣにイ

ンストールし、動作確認を行った。 

ＩＷＢ、ＰＣ 

授業支援シス

テム、天体プ

ラネタリウムソ

フト 

24 英語 １１月 １年 生徒が各自英語のスピーチを行い、ＰＣのカメ

ラにてその動画を撮影した。 

３年生のスピーチ動画をＩＷＢへ表示し、自分

のスピーチと比較した。 

ＩＷＢ、ＰＣ、Ｐ

Ｃ付属カメラ 

Ｗｅｂｃａｍ 

25 国語 １１月 ２年 １年生へポートフォリオ作成のコツを伝えるた

め、授業支援システムのチャットにて、クラス全

体で意見を出し合った。 

ＩＷＢ、ＰＣ 

授業支援シス

テム 

26 理科 １１月 ３年 各生徒は、プラネタリウムソフトを２つ使用し、

星の動きを確認し、パワーポイント資料を作成

した。 

教員は生徒のパワーポイント資料をいくつかピ

ックアップし、ＩＷＢへ表示した。またＩＷＢと同

じ画面を、各生徒ＰＣへ表示させた。 

ＩＷＢ、ＰＣ 

授業支援シス

テム、天体プ

ラネタリウムソ

フト、パワーポ

イント 

27 美術 １１月 ２年 動画（パラパラマンガ）を作成した。 

各生徒はＰＣのカメラにて１コマづつ画像を撮

影し、パワーポイントやペイントソフトを利用し、

動画を作成した。 

ＰＣ、ＰＣ付属

カメラ 

Ｗｅｂｃａｍ、パ

ワーポイント、

ペイント 

28 数学 １２月 ３年 生徒はグループごとに、電卓・生徒ＰＣなどを

使用し、グラフを作成した。グループの案はホ

ワイトボートにまとめた。各グループのホワイト

ボードの写真を撮影し、ＩＷＢへ表示した。 

ＩＷＢ、ＰＣ、電

卓 

グ ラ フ 作 成 ソ

フ ト 、 授 業 支

援システム 

29 学活 １２月 全 学

年 

生徒会選挙についての議論を１・２・３年生間

で、ワンノートを使用して共有した。各教室で

は議論を進め、議事録をワンノートで作成し

た。適宜、ワンノートの別シートから他学年生

の議事録を参照した。 

ＩＷＢ、ＰＣ 

ワンノート 

30 社会 １２月 ２年 生徒はグループごとに、ある議題について仮

設・根拠を検討した。結果は、ワンノートに記

入した。他グループの仮設・根拠は、ワンノー

トの別シートから参照した。 

ＩＷＢ、ＰＣ 

ワンノート 

31 数学 １２月 ３年 生徒はグループごとに数学の証明を検討し

た。各グループにデジタルペンを１本づつ配

布し、各グループはそれを用いて発表用資料

を作成した。（デジタルペンとは、専用用紙に

デジタルペンで書き込んだデータがＰＣのデ

ータとして描画される機器） 

各グループの証明をＩＷＢへ並列表示させた

り、部分だけを拡大表示させたりし、証明パタ

ーンの集計などを行った。 

ＩＷＢ、ＰＣ、デ

ジタルペン 

オープンノート

（デジタルペン

ソフト） 
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No 科目 時期 学年 概要 機器/ＳＷ 

31 国語 １２月 ２年 チャットで意見を共有しながら授業を行った。 ＩＷＢ、ＰＣ 

授業支援シス

テム 

32 英語 １２月 ３年 生徒各自が、自身の英語の朗読をＰＣカメラに

て撮影した。自身の朗読を聴き直し、練習し

た。 

ＰＣ、ＰＣ付属

カメラ 

Ｗｅｂｃａｍ、メ

ディアプレイヤ

ー 

33 社会 １月 ２年 生徒がグループに分かれ、ワンノートを使用

し、資料（ファイル）を共同作成した。 

ＩＷＢ、ＰＣ 

ワンノート 

34 理科 １月 １年 生徒はデジタル教科書のワークを各自で作

成。その内容をＩＷＢへ表示し、数人の生徒が

発表した。 

ＩＷＢ、ＰＣ 

デジタル教科

書、授業支援

システム 

35 家 庭

科 

１月 １年 他クラスの生徒が作成した課題をＩＷＢへ表示

し、クラス内で共有させた。その後の課題作成

でもＰＣから参照し、参考にした。 

ＩＷＢ、ＰＣ 

 

【結果】 

・ ＩＣＴ機器の利活用については、教員とＩＣＴ支援員が、事前に授業の流れや必要な

作業などの認識を合わせておく必要があることを確認できた。 

・ 授業がスムーズに開始できるよう、教員からＩＣＴ支援員に対して、授業前の準備の

指示を行う必要があることを確認できた。 

・ 平成２３年度２月の機器構築後は、電子黒板や実物投影機の使用が主であった。ま

たＰＣの活用は調べ学習や文書作成が中心であった。 

・ 平成２４年度６月ごろから、教員のＩＣＴ機器を使用した授業が増加した。教育実習

生もその頃からＩＣＴ機器を活用した授業に取り組んだ。 

・ ＩＣＴ機器に慣れるにつれ、ＩＣＴ機器を１つのツールとして扱うことができるようになっ

てきている。 

教員が授業に有効なソフトウェアを選定し、生徒ＰＣへインストールさせ使用したり、

ＰＣやヘッドセット、カメラを併用したり、またグループワークにＩＣＴ機器を取り入れた

りするようになっている。 

・ 平成２５年度は「共有化」「ＰＣのネットワークを利用した活用」を意識した授業に取り

組んだ。 

・ 現在では、多様な授業において、様々な方法でＩＣＴ機器を取り入れることにより、授

業が活性化している。従来とは異なった方法の授業が可能となり、生徒の積極性を

引き出している。次のようなメリットがあった。 

- インターネットから、より多様な情報を参照できる。（各種調べ学習のための情報、

練習のための動画、教養番組、フリーソフト、美術の題材など） 

- ヘッドセットやカメラを使用することで、自分の発表・スピーチや体育における練

習・試合の振り返りが可能となる。 

- 動画は、生徒各々が自分の進捗に応じて、再生・停止・繰り返しをすることができ

る。 

- 各種ソフトウェアを使用することで、多様なサンプルや事例を提示することができ

る。 

- 他グループ、または他クラスの成果物や意見を容易に参照できる。 

- ワンノートやチャットにより、リアルタイムな意見交換が可能である。 
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＜項目２＞ 

【課題内容】 

・ ＩＣＴに対する教員の要望をヒアリングし、システム改善を図る。 

 

【取組内容】 

・ 授業支援システム（インタークラス）に必要な機能について、教員から要望をヒアリン

グした。その結果を元に、中学校・ＩＣＴ運用保守業者・インタークラス開発ベンダに

て、必要な機能の要件定義を行い、本年度のシステム改修内容を確定させた。１０

月に改修・導入を完了。 

（改修内容は「２．調査研究体制 （２） ＩＣＴ環境のシステム ■授業支援システム」

を参照のこと。中学校環境への導入は、平成２５年度１０月に実施。） 

・ クラウド環境上の一般公開向けホームページの充実を図る。 

公開授業や研究発表会の際は、参加申込登録画面を作成し、インターネットでの

申込を可能にしている。また、申込データを元に、申込の取りまとめや集計を行って

いる。 

（ホームページの内容は「２．調査研究体制 （２） ＩＣＴ環境のシステム ■一般公

開向けホームページ」を参照のこと。） 

 

【結果】 

・ 授業支援システムに対し教員の意見を反映させたことで、システムの有用性・利便

性が向上した。 

教員からのリクエストは、チャットと評価アンケートの機能向上であった。 

導入後、チャットは生徒間の意見交換時に使用されている。チャットは授業に対す

る生徒の意欲を増加させるが、一方教員が話題をコントロールしないとふまじめな意

見が増加してしまうので、注意が必要である。 

評価アンケートは授業評価に利用するにはアンケート作成に手間がかかりすぎるが

（）、小テストなどで効果が期待できる。 

・ 中学校で開催されるイベントへの参加申込をインターネットにて実施することにより、

校務負荷が軽減された。（今までは FAX・電話により申込を受け付けていた。その後、

職員にてデータ入力を行っていた。） 

また、参加者データを集計することにより、事前準備や傾向の確認が可能となった。

（例えば、参加希望授業を申込時に参加者に記入させることで、各授業の参加人数

を予測できるようになった。） 
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（４） 実証テーマ④: 将来に向けたＩＣＴ利活用推進方策の検討 

横浜中学校では、将来のＩＣＴ利活用のあるべき姿を、次のように考える。 

・的確な「受信」、有用な「思考」、効果的な「発信」（自己表現）を可能とするために、ＩＣＴを利

活用する。 

 

そのためには、ＩＣＴ環境に振り回されることなくコントロールするために、教員には高度なＩＣ

Ｔリテラシーが必要となる。 

また、生徒には、情報に対するセキュリティや真偽の判断などの意識向上、また利活用する

ための操作スキルを身につけさせる必要がある。 

 

＜項目１＞ 

【課題内容】 

・ 教員のＩＣＴリテラシー向上の方策を検討する。 

 

【取組内容】 

・ 教員間で、教科ごとの分科会または教科横断的な全体会を定期的に行い、ＩＣＴ利

活用の知見、スキル、授業事例を共有することで、教員のＩＣＴリテラシー向上を促

進させている。 

・ 教員とＩＣＴ支援員間で事前打合せ・ＩＣＴ機器を使用したリハーサルやテストを行うこ

とにより、利活用方法を精査・確認している。 

・ 教員の自立を促しており、ＩＣＴ機器利用について教員が慣れている場合は、教員

のみで授業を実施している。 

また、ＩＣＴ支援員は率先して支援するのではなく、教員から要望のあった場合に支

援するようにしている。 

・ 教育実習生に対するＩＣＴ環境のレクチャおよび授業支援を、教員が行っている。必

要に応じて、ＩＣＴ支援員も支援に入るようにしている。 

・ 教員により、一般公開向けホームページの更新を行っている。入学案内やＰＴＡ向

けの月予定表などの資料のアップロード、お知らせ文の更新などを実施している。

必要に応じて、ＩＣＴ運用保守業者に質問をし、修正を依頼している。 

・ 適宜、ＩＣＴ支援員またはＩＣＴ運用保守業者により、教員向け・ＩＣＴ支援員向けの操

作手順書を作成している。 

（ＩＣＴ支援員向けの手順書は、今後教員へ引き継がれる予定である。） 

作成・整備した手順書の概要は次のとおりである。 

 (1)教員向け 

No. マニュアル名 内容 

1 ＩＣＴ利活用研究マニュ

アル 

本校のＩＣＴ環境の全般的な説明書。ＰＣ、無線Ｌ

ＡＮ、充電保管庫の説明、ユーザＩＤの設定、Ｗｅ

ｂの閲覧設定、ＩＣＴ支援員について、など。 

2 ＩＷＢ操作方法 ＩＷＢの使い方、ＩＷＢソフトウェア（ＳｔａｒＢｏａｒｄ）の

操作方法、ＩＷＢとＩＷＢ用ＰＣの接続方法、など。 

3 授業支援システム（イン

タークラス）の操作方法 

横浜中学校向けインタークラスマニュアル、ユー

ザーガイドなど。 

4 書画カメラ操作方法 書画カメラ（ＡｖｅｒＶｉｓｉｏｎ）の操作方法、活用事

例集。 

5 タブレットＰＣのカメラ

（Ｗｅｂｃａｍ）操作方法 

タブレットＰＣ付属のカメラ（Ｗｅｂｃａｍ）の操作方

法。教員・生徒の各ＰＣのデスクトップに本書を保

存し、周知。 
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No. マニュアル名 内容 

6 協働教育プラットフォ

ーム（クラウド環境）ユ

ーザーマニュアル 

協働教育プラットフォーム（クラウド環境）の操作

方法、設定手順。 

ページ・部品（モジュール）の作成方法、管理者

権限の操作説明など。 

7 災害時無線ＬＡＮ使用

方法 

実証テーマである「災害時におけるＩＣＴ環境の

利活用方策」を実証実験するための、災害時の

無線ＬＡＮ開放方法・操作方法。 

テーマ、実証実験日の作業の流れ、無線ＬＡＮ

の仕様、災害時用無線ＬＡＮを使用するための

手順など。 

8 公開授業申し込み設

定／登録手順 

平成２４年１２月の公開授業の申込をインターネ

ット上で実施した。それに関し、登録から公開授

業当日までの流れ、申込フォーム設定・管理方

法、申込フォーム使用方法の説明など。 

9 一般公開用ホームペ

ージ説明書 

旧ホームページから移行した新ホームページ（ク

ラウド環境）の構成、操作方法、設定手順。 

10 一般公開用ホームペ

ージ編集方法 

一般公開用ホームページについて、教員から質

問のあった操作方法の手順。 

11 朝日デジタル新聞操

作方法 

朝日デジタル新聞のログイン方法、記事閲覧方

法。 

12 書画カメラ・ソフトウェア

（Ａｖｅｒプラス）操作方

法 

書画カメラ・ソフトウェア（Ａｖｅｒプラス）について、

使用頻度の高い操作の説明。 

13 デジタル教科書操作

方法 

デジタル教科書にて、生徒が作成するワークファ

イルの保存方法。 

14 天体プラネタリウム・ソ

フトウェアの導入方法 

天体プラネタリウム・ソフトウェア（ステラリウム）の

導入方法。 

15 生徒ＰＣの無線ＬＡＮス

イッチチェック方法 

生徒ＰＣがネットワークに接続できない場合、ＰＣ

の無線ＬＡＮスイッチがオフになっている場合が

ある。その復旧の手順。 

16 ＰＣのバッテリ確認方法 ＰＣのバッテリの残量の確認方法。 

 

17 教室内スピーカーの接

続方法 

教室内スピーカー（ＢＯＳＥ）のケーブル接続方

法。 

 

(2)ＩＣＴ支援員向け 

No. マニュアル名 内容 

1 サーバ設定作業手順

（ユーザ登録） 

年度当初に実施する、ＡｃｔｉｖｅＤｉｒｅｃｔｏｒｙにおけ

るユーザＩＤ登録・変更・削除手順。 

2 新ＰＣ導入手順書 新ＰＣ購入時、ＰＣ破損時リカバリ後に実施する、

生徒用ＰＣの導入・設定手順。 

3 ウィルスバスター他ドラ

イブチェック方法 

ＵＳＢメモリなど、ウィルスバスターにおける他ドラ

イブチェック操作手順。 

4 協働教育プラットフォ

ーム（クラウド環境）管

理者マニュアル 

協働教育プラットフォーム（クラウド環境）におけ

る、管理者ＩＤによる環境変更・設定変更操作手

順。 
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No. マニュアル名 内容 

5 デジタル教科書資料 デジタル教科書用クラウド環境への成果物保存

方法、バックアップ・リストア方法。 

6 ＷｉｎｄｏｗｓＵｐｄａｔｅ手

順 

原則年２回全ＰＣに対して実施するＷｉｎｄｏｗｓＵｐ

ｄａｔｅ（ＯＳ・Ｏｆｆｉｃｅセキュリティパッチ適用）手順。 

7 各種不具合時の確認リ

スト 

ＰＣ、Ｗｉｎｄｏｗｓ、無線ＬＡＮ、インタークラスなど、

過去に発生した不具合とその対応方法。 

8 災害時無線ＬＡＮ開放

手順 

実証テーマである「災害時におけるＩＣＴ環境の

利活用方策」を実証実験するための、災害時の

無線ＬＡＮ開放・停止・操作方法、ＰＣやスマート

フォンの接続手順。 

 

【結果】 

・ 教員のＩＣＴ機器に関する理解が深くなっており、教員のみでＩＣＴ機器を使用する

授業が増加した。 

・ 教員がＩＣＴ支援員に相談する内容が、より具体的になった。「こういうことがしたい」

という要望から、「これをしたいが、どう操作したらよいか」という要望が増えてきた。 

・ ＩＣＴでできることとできないことに関し、教員にて可否の判断ができるようになってき

た。 

・ 教員間、または教員とＩＣＴ支援員間で、お互いの知見、スキル、授業事例を共有す

ることがＩＣＴ利活用の拡大・深化に必要であることを確認できた。今後も定期的に共

有していく必要がある。 

・ 教員からの要望により、またはＩＣＴ支援員が必要と判断し、ＩＣＴ支援員がマニュア

ル、説明資料を作成するケースが増えた。 

・ 一律ＩＣＴ機器を利用するのではなく、効果によっては、紙や手書きなどアナログを

利用する場合もある。デジタルとアナログの共存を教員が判断している。 

 

＜項目２＞ 

【課題内容】 

・ 生徒のＩＣＴスキルを底上げするための方策を検討する。 

 

【取組内容】 

・ 新１年生には、ＰＣの使用方法、ユーザＩＤによるログオン方法、共有サーバの各フ

ォルダの使用方法について、ＩＣＴ支援員によるレクチャを行った。 

・ ＰＣとヘッドセットを使用する場合や、新規ソフトウェアを導入・使用する場合、既存ソ

フトウェアの使用方法など、随時ＩＣＴ支援員によるレクチャを行った。 

（レクチャの内容は「３．ＩＣＴ支援員の状況 （８） 生徒向けレクチャ」を参照のこと。） 

・ 発表用資料作成に、生徒はパワーポイントやワードを使用している。 

・ 調べ学習の際はインターネットを使用し、情報収取を行っている。 

（例. デジタル朝日新聞、気象庁の天気図など） 

・ 授業に有効なフリーソフトを使用している。（図形描画ソフト、統計ソフト、天体プラネ

タリウムソフトなど。） 

・ 生徒の個別作業やグループ作業の際は、ＩＣＴ支援員が教室内を巡回し、生徒の質

疑応答に対応している。 

・ 各生徒がインターネットを閲覧する際には、教員とＩＣＴ支援員が見回ることで、また

は授業支援システムを使用し操作ロックをかけることで、学習外のページを閲覧させ

ないようにしている。 

・ ＷＥＢフィルタリング機能にて、有害サイトは閲覧できないようブロックしており、そのこ
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とを周知させている。 

・ インターネットのアクセスログを監視していることを周知させている。 

・ セキュリティ意識維持のため、ＰＣを校庭や体育館に持ち出す際、一覧に記載する

よう周知している。 

・ 横浜国立大学 野中教授作成による、情報活用の実践力に関するアンケートを、全

生徒がＰＣを使用して実施する。 

 

【結果】 

・ 生徒のＩＣＴリテラシーは向上している。ただし各生徒のスキルに差があることが確認

できた。そのため、全体的に底上げする必要があるという意識で対応を行っている。 

・ ＩＣＴ支援員作成のレクチャ用資料については、ＩＣＴ支援員が都度修正し、最終化

を行っている。これにより、生徒のＩＣＴリテラシー向上をスムーズに実施できるように

努めている。 

・ ＩＣＴ環境使用に関するアンケートを生徒に対して定期的に実施し、生徒の意見や

傾向、変化、ＩＣＴ環境への順応程度などをチェックしている。教員は授業内容の組

み立ての参考にしたり、必要に応じて生徒個別にケアを行っている。 

 

＜項目３＞ 

【課題内容】 

・ クラウド環境の利活用方法を検討する。 

 

【取組内容】 

・ ７月に、日立ソリューションズ提供による学校向けのクラウド環境「作成コンテンツ共

有ポータルシステム」および「教材コンテンツ管理・配信システム」の構築が完了した。

システムの試用を行っている。 

・ システムにおける、コンテンツ共有機能、コンテンツ検索機能、コミュニティ機能につ

いて、どのように利活用を進めるか、検討している。 

（小学校向けコンテンツ登録が９月・１２月に実施される。またコミュニティ機能の提

供は９月から開始される。） 

 

【結果】 

・ 日立ソリューションズから、本校のグローバル IP アドレスの照会があり、設定が完了

した７月末から利用が可能となった。 

・ ７月末から教員が各自で「作成コンテンツ共有ポータルシステム」への登録を行い、

８月末までに全教員が登録を終えた。 

・ 小学校のコンテンツが中心であることと、クラウド環境の利点を生かしたサイトになっ

ていないことなどの理由により、あまり利用されていない。 

・ 今後、ＩＣＴ利活用はクラウドがベースとなると想定している。その場合、次のことが可

能になると想定している。 

- 教材を共有する。 

- 教材や学習情報を集中管理し、各生徒の進捗を確認する。 

- 学校内だけではなく学校間で、問題や相談をフォーラムなどで討議する。 

- クラウド上のヘルプデスクへ質問する。 
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（５） 実証テーマ⑤:災害時におけるＩＣＴ環境の利活用方策と課題の抽出・分析 

＜項目１＞ 

【課題内容】 

・ 災害時には、避難者が学校の無線ＬＡＮ環境を使用できるようにする必要がある。 

・ ただし、避難者へのアクセス方法の公開手順や、フリーでアクセスできるＳＳＩＤの切

換手順を非常時にどのように行っていくかなど、運用方法の仕様検討について、シ

ステム機能と運用方法の両面から検討・実証を行う。 

 

【取組内容】 

・ 災害発生時の避難場所となる体育館や教室からインターネットに接続することがで

きれば、避難者の情報入手にとても有効である。 

そのため、無線ＬＡＮにアクセスフリーのＳＳＩＤを用意して、災害時に無線ＬＡＮを使

用できるようにした。（ただし中学校内ＬＡＮには接続できない。） 

・ 災害時における容易な接続を可能とするため、アクセスフリーのＳＳＩＤではパスワー

ド入力を不要にした。 

・ 昨年度の避難訓練の際、一時的にアクセスフリーの無線ＬＡＮを、教室・体育館・中

庭・校庭全てのアクセスポイントにおいて、使用可能にした。それを使用して、スマ

ートフォンとＰＣからインターネットへの接続を確認した。 

（ただし、スマートフォンは２．４ＧＨｚ帯のみ使用可能であるため、２．４ＧＨｚ帯を使

用する中庭・校庭のＡＰのみ使用可能。ＰＣは５ＧＨｚ帯を使用する校舎内のＡＰを

使用可能。） 

・ 本年度は再びアクセスフリーの無線ＬＡＮを使用可能にし、動作確認を行い、システ

ム機能の検討を行った。また、災害時の運用マニュアルを整備した。 

・ ＩＣＴ運用保守業者により、災害時の運用マニュアルを作成し、ＩＣＴ支援員へレクチ

ャを実施した。 

・ 災害時の運用マニュアルを参照し、ＩＣＴ支援員が主導で無線ＬＡＮ操作を実施した。

ＩＣＴ運用保守業者・ＩＣＴ支援員により、動作確認を実施した。 

 

【結果】 

・ アクセスフリーのＳＳＩＤへの接続を容易にしたため、災害時における利活用をスム

ーズに行うことができることを確認した。 

・ 災害時の運用マニュアルを使用して、ＩＣＴ支援員がアクセスフリーのＳＳＩＤの設定

変更を実施できることを確認した。 

今後は本マニュアルを整備し、教員やその他職員にも手順を引き継ぐなど、突発時

にも対応できるようにしていく必要がある。 
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（以下、手順書の表紙・目次） 

 
 

（以下、ＩＣＴ支援員主体による実証） 

① ＩＣＴ運用保守ベンダによるＩＣＴ支援員へのレクチャ 

② アクセスフリーのＳＳＩＤへの接続確認（校舎内） 

   
 

        

① ② 

③ インターネット接続の確認 

④ アクセスフリーのＳＳＩＤの接続確認 

   （校舎外の中庭） 

③ 

④ 
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（６） 実証テーマ⑥【独自】: 言語活動の質的な充実を通した「リテラシー」育成におけるＩＣＴ利活

用方策の分析 

＜項目１＞ 

【課題内容】 

・ 的確な「受信」、有用な「思考」、効果的な「発信」（自己表現）と、ＩＣＴ利活用のあり

方について検討する。 

 

【取組内容】 

・ 平成２３年度は、教員を中心としたＩＣＴ機器の機能の理解と、操作スキルの習得を

重視。 

・ 生徒も同様に、操作スキルの習得をねらいとした学習活動を、無理のない範囲で実

施。 

・ 平成２４年度は、ＩＣＴ機器の利活用を学習カリキュラムに組み込むことで、言語活動

がどのように質的な充実を図れるのか、これまでの教科等の指導のとらえ直しを実

施した。 

・ 本年度は、ＩＣＴ環境を使用することの利点・欠点を見極め、全般的に利活用を優先

させることではなく、必要な場合に必要な利活用を行うよう、利活用ポイントを精査す

る。 

・ ＩＣＴ機器の利活用を組み込むことで効果的になる単元や学習活動について、教科

ごとに、見通しをもった年間カリキュラムの見直しを適宜実施している。 

 

【結果】 

・ ＩＷＢ、書画カメラ、タブレットＰＣ、ヘッドセット、カメラ等で言語活動(発表・説明・討

論等)を単元の中に計画的に取り入れている。 

①美術 自作品を紹介している。 

多様な表現方法が可能であり、その作品を容易に共有できる。 

②英語 ヘッドセットを使用し、自分の発音を自分で聴いている。また、他者の発音

を聞くことによって、自他の良さや改善点を知ることができる。 

ＩＣＴ機器を利用することで興味を持続させ、反復練習させることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② 
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・ リテラシー(問題解決力・学び続ける力・感じとる力・行動する力・熟考する力)の育成、

プレゼンテーション活動(伝える力)を重視する授業を実施している。 

③英語 グループで調査した結果を発表する。 

様々なデータを使用し、プレゼンテーションすることができ、表現力を高めることが

できた。 

④体育 試合の動画を見ながら改善点をホワイトボードに書き出す。 

自分を客観視して改善・振り返りをすることができ、それを共有することができる。 

     。 

 

      

      

 

 

 

 

 

 

・ デジタルに偏ることなく、アナログも併用し、両者の利点を授業に取り入れている。 

必要な場合に必要な利活用を行うよう、利活用ポイントを精査するよう、各教科にお

いて指導しており、デジタルの長所とアナログの長所と取り入れた生徒発表が顕著

に増加したり、IWB とアナログ黒板を併用した授業が多くなったりしている。 

⑤数学 デジタルペンで用紙に記載した内容はＰＣに表示される。 

図形や数式などはアナログで書く方が便利だが、その結果をデジタルに取り入れ

ることができることによって、思考の再生が容易であり、問題解決力を向上させる

一端を担うことができる。 

⑥数学 各グループがデジタルペンで記載した内容をＩＷＢへ表示し比較する。 

個々の考えを複数表示し、比較することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ネットワークを介し各生徒・各グループのデータを公開し、互いに閲覧している。そ

れにより、広範囲・多様な結果や回答を共有させる授業を実施している。 

⑦理科 各グループの実験結果を公開し、グループ内で反省・評価する。 

他グループの調査結果を参考にすることで、理解を深化できる。 

⑧社会 チャット機能を用いて、討論する。 

討論を通して、自分の意見の精査が可能である。 

利活用のポイント 

・TPC や ICT 機器の利用にあたっては、「何を」「何のために」「どのように使うのか」

「どのような力をつけたいのか」を明確にする。 

・「理解」「知識の習得」を促すのか「考え」を深めたり、共有させたりするのか等で

TPC をスタンドアローンで利用するのか、ネットワークを利用するのかを決定する。 

③ ④ 

⑤ ⑥ 
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＜項目２＞ 

【課題内容】 

・ 言語活動の質的な充実を図るコミュニケーションサブツールとしての可能性を求め、

教科以外の場面でも活用し効果を上げる。 

 

【取組内容】 

・ 教科授業以外のシーン、具体的には学級活動や種々行事等の特別活動において、

ＩＣＴ利活用が、生徒間、生徒・教員間の意思疎通に、従来の人的なコミュニケーシ

ョンの、補助的かつ効果的な役割を果たすよう、活動計画のとらえ直し、見直しを適

宜実施している。 

 

【結果】 

・ 情報リテラシーの向上に伴い、生徒が主体的にＩＣＴ機器を利活用できるようになっ

た。 

①総合的な学習の成果発表 

必要や場面に応じて、デジタル機器を使用したり、ホワイトボードや紙を使用したり

している。機器と紙の併用も生徒が主体的にそれを判断している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

① ① 
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７．今後の展望等 

平成２４年２月頃から本格的な運用が開始され、生徒・教員ともＩＣＴ機器の操作スキルが向

上してきている。しかし、本校の現状を考えると、短期間で教員の入れ替わりがあり、教員の操

作スキルや授業でのＩＣＴ機器の利活用方法の引き継ぎが課題のひとつになっている。また、Ｉ

ＣＴ支援員の人数や勤務時間、支援体制、ＩＣＴ支援員の教育等も今後のＩＣＴ利活用を継続

するにあたり、重要な検証課題になる。 

また、本校が育成を目指している生徒の力には、溢れる情報の中から必要な情報を選び取

って変化する社会に対応できる柔軟な思考力や、国際社会を舞台に自分の考えを的確に発

信できる表現力等があり、こうした力の育成にはＩＣＴの利活用が不可欠である。そのため、教

員や生徒がいつでも安心してＩＣＴ機器を利活用できる環境が望まれるが、検証３年目を迎え、

システム・ソフトウェアの操作性・可用性の課題が明確になってきている。 

さらに、教員・生徒ともにＩＣＴ利活用に習熟するにつれて、学校ＩＣＴ環境特有の課題が見

受けられるようになってきている。情報共有環境の運用規則の見直し等、こうした問題への取

組も、今後の検証課題である。 

 

利活用の方針としては、以下３点を考えている。 

 

 

 

 

 

 

本年度も、１２月の公開授業を成果発信の機会ととらえ、それを一つの目標に、ＩＣＴスキル

の習得について、計画的・継続的に研修を実施していく予定である。言語活動の質的な充実

を通したリテラシーの育成をねらいとする、ＩＣＴを利活用した単元構想、授業の発想に力点を

置いて授業研究を推進していく。 

 

 

 

 

 

本年度をもって、授業展開・組み立て等の成立、学習意欲、教育意欲が向上する段階まで

成熟させる予定である。 

 

授業の進行 混乱 非効率 成立 効率的 

生徒、教員

の意識 
拒否 後ろ向き 前向き 意欲的、能動的 

学習効果 学力低下 不変 
学習意欲の向上 

教育意欲の向上 
学力向上 

 

 本校にふさわしいＩＣＴ支援員像や持続可能な運用体制等の確立 

 教員・生徒ともに不安なく利用できるＩＣＴ環境の構築 

 情報モラルの向上と、学校ＩＣＴ環境の在り方の検討 

今後のＩＣＴ利活用方針 

 

 ＩＣＴ支援員による操作支援から教員の自立支援によるＩＣＴスキルの向上 

 ＩＣＴ支援員の日常的かつ継続的な助力により、教員の授業構想・「発想」の具現化を支援 

ＩＣＴスキル習得重点事項 
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８．平成２５年度 報告対象期間中の日報 

 

【４月】 

1)  ９日（火） ＩＣＴ運用保守業者・設置業者にて故障のアクセスポイント交換 

2) １２日（金） ＩＣＴ運用保守業者による新年度のＩＤ更新作業 完了 

3) １７日（水） ＩＣＴ運用保守業者・開発業者にて授業支援システム設定変更 

 

【５月】 

1) １０日（金） 文科省大木審議官ご一行様視察来校 

2) １０日（金） ＩＷＢ設置業者との調整会議 

3) ２２日（水） 総務省柴山副大臣ご一行様視察来校 

4) ３０日（木） ＩＣＴ運用保守業者と本年度授業支援システム改修内容打合せ 

 

【６月】 

1)  ６日（木） お茶の水女子大学ご一行様 視察 

2) １８日（火） 大分県教育庁、中学校ご一行様 視察 

3) １８日（火） ＩＷＢ画面描画不鮮明 調査・対応（２０日（木） 再調整） 

4) １８日（火） ＩＣＴ運用保守ベンダとの月次定例会 

5) ２０日（木） 全国中高一貫教育研究大会 申込フォーム 公開開始 

6) ２７日（木） 神奈川大学附属中・高等学校ご一行様 視察 

7) ２７日（木） 第５回地域協議会 開催 

 

【７月】 

1)  ９日（火） 長崎県教育センター 視察 

2)  ９日（火） 授業支援システム（インタークラス）改修内容打合せ 

3) １７日（水） 横浜国立大学 教育学部教授 視察 

4) ２３日（火） ＩＣＴ運用保守業者にて無線調査 

5) ２９日（月） デジタル教科書会社にてクラウドサーバへ名簿登録・接続テスト（～３１日） 

 

【８月】 

1)  ６日（火） ＩＣＴ運用保守業者にて無線調査 

2) ２３日（金） 愛知県東海市立名和中学校 視察 

3) ２３日（金） ＩＣＴ支援員により全ＰＣに対してＷｉｎｄｏｗｓＵｐｄａｔｅ実施（～３０日） 

4) ２６日（月） デジタル教科書会社にてデジタル教科書新単元インストール作業（～２７日） 

5) ２８日（水） ＩＷＢベンダにてＩＷＢ用ＨＤＭＩケーブル交換作業 

 

【９月】 

1)  ２日（月） 教育実習生 教育実習期間（～２７日） 

2) １３日（金） 大日本印刷・ユニシスにてデジタルペンの検証 

3) ２４日（金） 第２回 地域協議会 

4) ２７日（金） ｉハーベスト 小・中学校・高等学校・大学・大学院 成果発表会 

 

【１０月】 

1)  ２日（水） ベンダによる授業支援システム改修版導入（～４日（金）） 

2) ２３日（水） 福島県西郷村教育委員長 視察 

3) ２３日（水） ベンダによるＩＷＢ用ＨＤＭＩケーブル交換 

4) ２５日（金）・２６日（土） 平成２５年度 全国中高一貫教育研究大会 公開授業 

5) ２９日（火）・３０日（水） ベンダによる授業支援システム改修版導入（障害ＰＣ対応） 
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【１１月】 

1)  １日（金） 関東附属連合 公開授業 

2) １１日（月） 京華女子中学・高等学校 視察 

3) １３日（水） ベンダによる無線ソフトウェア最新バージョンの動作テスト 

4) ２１日（木） 総務省ＦＳ推進研究会 視察 

5) ２２日（金） 日本テレビ「シューイチ」 取材・授業撮影 

6) ２７日（水） 大和市小学校情報教育部会 視察 

7) ２９日（金） 武蔵野市立中学校副校長会 視察 

8) ２９日（金） 鳥取県東伯郡琴浦町立赤碕中学校 視察 

 

【１２月】 
1)  ９日（月） 第３回 地域協議会 

2)  ９日（月） ベンダによる無線ソフトウェア最新バージョンの動作テスト 

3) １３日（金） ベンダによる教員向けデジタルペンレクチャ 

4) １６日（月） ベンダによるデジタルペンのインストール・設定作業 

5) １７日（火） 教員・ベンダによるデジタルペンの事前リハーサル 

6) １８日（水） フューチャースクール/学びのイノベーション事業 公開授業 

7) ２６日（木） ベンダによる無線不具合に対する暫定対応実施 

 

【１月】 

1) ２２日（水） 財務省・文科省 視察 

2) ２４日（金） 校舎停電前ＩＣＴ機器停止作業 

3) ２５日（月） 校舎複電後ＩＣＴ機器起動作業 

4) ２９日（水） ＩＣＴ運用保守ベンダによる複電後のアクセスポイント故障調査 

5) ３１日（金） ＩＣＴ運用保守ベンダによる複電後のアクセスポイント復旧対応 

 

【２月】 

1)  ５日（水） 総務省副大臣 視察 

2) １７日（月） 新 ICT 支援員（1 名）着任 

3) ２２日（土）、２３日（日） 研究発表会 

4) ２８日（金） Ｌ２スイッチ故障対応（機器交換） 

 

【３月】 

1) １３日（木） 第４回 地域協議会 

 

 


